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中
国
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献
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本
稿
で
は
『
韓
詩
外
伝
』『
春
秋
繁
露
』
の
反
戦
的
言
辞
を
検
討
し
た
。『
韓
詩
外
伝
』
に
は
「
絶
対
平
和
主
義
」

を
強
く
唱
え
る
言
辞
は
な
い
が
、
一
方
で
庶
民
の
厭
戦
意
識
や
孔
子
の
弟
子
・
顔
回
の
軍
事
軽
視
の
姿
勢
が
率
直

に
記
さ
れ
て
お
り
、前
漢
前
期
の
穏
健
な
社
会
相
の
一
端
が
看
取
さ
れ
る
。『
春
秋
繁
露
』
も
礼
に
準
拠
し
た
「
偏

戦
」
を
肯
定
す
る
な
ど
「
絶
対
平
和
主
義
」
か
ら
は
遠
い
姿
勢
を
示
す
が
、
一
方
で
服
飾
に
軍
備
に
代
わ
る
威
圧

効
果
を
求
め
た
り
、
政
治
の
要
諦
か
ら
軍
事
を
除
く
な
ど
「
絶
対
平
和
主
義
」
へ
の
傾
斜
も
見
せ
る
。
特
に
徳
政

に
よ
り
得
ら
れ
る
「
自
然
の
賞
」
と
い
う
概
念
は
、
儒
家
の
伝
統
的
反
戦
思
想
が
天
人
相
関
説
・
災
異
説
に
影
響

を
与
え
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
『
韓
詩
外
伝
』『
春
秋
繁
露
』
両
書
に
『
新
書
』
所
引
髪
子
の
言
と

同
義
の
句
が
あ
り
、
そ
れ
が
前
漢
前
期
成
立
の
こ
の
三
書
に
し
か
見
え
な
い
こ
と
は
、
政
治
の
理
想
を
全
人
民
の

天
寿
の
全
う
に
置
く
と
い
う
「
絶
対
平
和
主
義
」
に
通
底
す
る
概
念
が
前
漢
前
期
の
時
代
相
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

：

『
韓
詩
外
伝
』、『
春
秋
繁
露
』、「
絶
対
平
和
主
義
」、「
自
然
の
賞
」、「
父
不
哭
子
、
兄
不
哭
弟
」
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は
じ
め
に

　
前
六
稿１

に
引
き
続
き
、
中
国
古
代
の
儒
家
文
献
に
見
え
る
反
戦
思
想
や
反

戦
的
言
辞
を
抽
出
し
、そ
の
意
義
を
検
討
す
る
。
目
的
は
前
稿
ま
で
と
同
様
、

前
漢
中
期
（
前
八
一
年
）
の
「
塩
鉄
会
議
」
で
賢
良
・
文
学
が
唱
え
た
「
絶

対
平
和
主
義
」２

の
思
想
的
淵
源
を
、
そ
れ
以
前
に
成
立
し
た
儒
家
文
献
に
見

い
だ
せ
る
か
検
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
韓
詩
外
伝
』『
春
秋
繁

露
』
を
対
象
と
す
る
。

　
　
　
　
一
、
韓
嬰
と
『
韓
詩
外
伝
』
に
つ
い
て

　
韓
嬰（
？
─
前
一
三
〇
年
）は
、
前
漢
前
期
に
活
躍
し
た
儒
者
で
あ
る
。
燕

の
出
身
で
、
詩
（『
詩
経
』）
を
学
び
、
文
帝
（
位
前
一
八
〇
─
前
一
五
七
年
）

の
時
代
に
博
士
と
な
り
、
次
の
景
帝
（
位
一
五
七
年
─
前
一
四
一
年
）
の
時

に
そ
の
子
の
常
山
王
の
太
傅
（
教
育
係
）
と
な
っ
た
。『
史
記
』
儒
林
伝
に
は
、

　
　
韓
生
、
詩
の
意
を
推
し
て
内
外
の
伝
数
万
言
を
為つ

く

る
。

と
あ
り
、『
詩
経
』
の
解
説
書
で
あ
る
『
韓
詩
内
伝
』
と
、『
詩
経
』
を
引
用

し
つ
つ
自
由
に
思
想
を
述
べ
た
『
韓
詩
外
伝
』
を
撰
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か

し
、『
内
伝
』
の
方
は
早
く
に
散
逸
し
、『
外
伝
』
の
み
が
今
日
ま
で
伝
わ
っ

た
。
ま
た
、『
漢
書
』
儒
林
伝
に
よ
れ
ば
、
韓
嬰
は
『
易
』
に
も
通
じ
、
そ

の
解
説
書
も
著
し
た
こ
と
、
武
帝
（
位
前
一
四
一
年
─
前
八
七
年
）
の
面
前

で
董
仲
舒
と
論
争
し
、
論
破
し
た
こ
と
が
わ
か
る３

。
た
だ
し
、
ど
の
よ
う
な

内
容
の
論
争
で
あ
っ
た
か
は
『
漢
書
』
は
伝
え
て
い
な
い
。

　『
韓
詩
外
伝
』
は
、
政
治
や
社
会
の
在
り
方
、
人
生
の
教
訓
に
関
わ
る
古

今
の
逸
話
を
集
め
、『
詩
経
』の
句
に
基
づ
き
解
釈
を
加
え
な
が
ら
紹
介
す
る
、

と
い
う
体
裁
の
説
話
集
で
あ
る４

。
当
然
『
詩
経
』
の
引
用
が
多
い
が
、
次
に

多
い
の
が
『
荀
子
』
で
あ
る
こ
と５

か
ら
、
思
想
的
に
『
荀
子
』
の
影
響
を
強

く
受
け
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
一
方
、引
用
回
数
は
少
な
い
も
の
の『
孟

子
』
の
思
想
的
影
響
も
大
き
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る６

。
ま
た
、『
呂
氏

春
秋
』『
淮
南
子
』
な
ど
戦
国
末
期
か
ら
前
漢
初
期
に
流
行
し
た
黄
老
・
道

家
思
想
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
雑
家
」
の
書
か
ら
の
引
用
も
多
い
。

　
で
は
、『
韓
詩
外
伝
』
は
本
当
に
韓
嬰
一
人
の
手
に
よ
り
前
漢
前
期
に
成

立
し
た
書
籍
と
見
て
い
い
の
か
。
常
に
撰
者
と
成
書
年
代
の
確
定
が
議
論
と

な
る
前
漢
中
期
以
前
の
書
籍
群
と
同
様
、『
韓
詩
外
伝
』
に
つ
い
て
も
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
。『
荀
子
』
の
引
用
に
着
目
す
る
と
、『
韓
詩
外
伝
』
全

十
巻
の
う
ち
巻
一
か
ら
巻
六
ま
で
の
引
用
数
に
比
べ
、
巻
七
以
降
の
引
用
が

急
減
す
る
。
こ
の
特
徴
に
注
目
し
、
巻
一
か
ら
巻
六
ま
で
が
韓
嬰
の
手
に
な

る
原
本
『
韓
詩
外
伝
』
で
あ
り
、
巻
七
以
下
は
後
人
が
付
加
し
た
も
の
と
す

る
説
が
あ
る７

。
こ
の
議
論
に
決
着
を
つ
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、『
韓
詩

外
伝
』
の
引
用
史
料
が
前
漢
武
帝
期
（
前
一
四
一
年
─
前
八
七
年
）
以
前
に

成
立
し
て
い
た
書
籍
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
八
一
年
の
「
塩
鉄
会
議
」

に
影
響
を
及
ぼ
し
得
た
反
戦
的
言
辞
の
抽
出
・
分
析
を
目
的
と
す
る
本
稿
の

主
旨
に
照
ら
せ
ば
、
現
行
『
韓
詩
外
伝
』
を
韓
嬰
の
手
に
な
る
一
書
と
見
て

問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　『
韓
詩
外
伝
』
の
全
体
を
貫
く
理
念
に
つ
い
て
は
、
吉
田
の
以
下
の
要
約

が
的
を
射
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

韓
嬰
は
専
制
君
主
制
度
の
前
漢
を
リ
ー
ド
す
る
理
念
の
確
立
を
目
ざ
し

て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
君
主
に
思
う
が
ま
ま
の
政
治
を
許
す
わ
け
で

は
な
い
。
実
際
に
は
儒
家
主
導
の
官
僚
制
度
と
い
う
統
治
体
制
の
確
立

を
要
求
し
て
い
る
（
巻
六
第
一
一
章
）。
実
務
を
賢
臣
に
ま
か
せ
る
こ
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と
に
よ
っ
て
君
主
は
無
為
の
治
が
で
き
る
（
巻
四
第
七
章
）。
無
と
は

有
を
す
べ
て
包
み
こ
み
、
し
か
も
超
越
し
て
い
る
状
態
を
い
う
。
韓
嬰

は
『
呂
氏
春
秋
』
や
『
淮
南
子
』
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
雑
家
、
そ
れ
に
賈

誼
な
ど
の
儒
家
官
僚
の
統
一
あ
る
理
念
確
立
へ
の
努
力
を
継
承
し
て
い

る
。
そ
し
て
呪
術
を
否
定
し
君
主
の
専
制
を
否
定
し
、
あ
く
ま
で
も
礼

と
徳
に
終
始
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
は
董
仲
舒

と
は
異
な
っ
た
君
主
観
・
世
界
観
を
創
生
し
て
い
る
。
こ
の
韓
嬰
の
思

想
が
後
世
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。

　『
韓
詩
外
伝
』
か
ら
は
、
前
漢
前
期
に
流
行
し
た
黄
老
・
道
家
・
雑
家
思

想
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
徐
々
に
学
説
の
整
理
を
進
め
政
官
界
に
勢
力
を
伸

ば
し
て
き
た
儒
家
思
想
が
、
比
較
的
平
穏
で
経
済
発
展
や
民
生
の
安
定
が
見

ら
れ
た
時
代
を
背
景
に
、
素
朴
で
楽
観
的
な
徳
治
政
治
の
実
現
を
目
指
し
た

状
況
が
読
み
取
れ
る
。
そ
う
し
た
特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
次
節
で
反
戦
的

言
辞
を
抽
出
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
各
章
で
い
ち
い
ち
引
用
さ

れ
る
『
詩
経
』
の
句
に
つ
い
て
は
煩
を
避
け
て
省
略
し
、
言
及
し
な
い
こ
と

に
す
る
。

　
　
　
　
二
、『
韓
詩
外
伝
』
に
見
え
る
反
戦
的
言
辞

　
以
下
、
巻
を
追
っ
て
反
戦
的
言
辞
を
抽
出
・
分
析
し
て
い
く８

が
、
そ
の
前

に
『
韓
詩
外
伝
』
が
国
家
と
戦
争
と
民
衆
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

た
か
を
示
唆
す
る
興
味
深
い
逸
話
が
あ
る
の
で
、
先
に
そ
れ
に
触
れ
て
お
き

た
い
。
巻
一
第
十
二
章
に
見
え
る
、
孔
子
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
逸
話
で
あ

る
。

荊
、
陳
を
伐
つ
。
陳
の
西
門
壊
る
。
其
の
降
民
に
因
り
て
之
れ
を
脩
め

し
む
。
孔
子
、
過
ぐ
る
も
式
せ
ず
。
子
貢
、
轡
を
執
り
て
問
う
て
曰
く
、

「
礼
に
、
三
人
を
過
ぐ
れ
ば
則
ち
下
り
、
二
人
な
れ
ば
則
ち
式
す
、
と
。

今
、
陳
の
門
を
脩
む
る
者
衆お

お

し
。
夫
子
の
式
を
為
さ
ざ
る
は
、
何
ぞ
や
」

と
。
孔
子
曰
く
、「
国
亡
び
る
も
知
ら
ざ
る
は
、
不
智
な
り
。
知
り
て

争
わ
ざ
る
は
、
忠
に
非
ざ
る
な
り
。
争
い
て
死
せ
ざ
る
は
、
勇
に
非
ざ

る
な
り
。門
を
脩
む
る
者
衆
し
と
雖
も
、一
も
此
れ
を
行
う
能
わ
ず
。吾
、

故
に
式
せ
ざ
る
な
り
」
と
。
（
中
略
）
小
人
群
を
成
す
、
何
ぞ
礼
す
る

に
足
ら
ん
や
。

　
大
意
は
以
下
の
通
り
。
楚
（
荊
）
が
陳
を
攻
め
、陳
の
西
門
を
破
壊
し
た
。

楚
は
、
降
伏
し
た
陳
の
民
衆
を
使
役
し
て
そ
れ
を
修
理
さ
せ
た
。
そ
こ
を
通

り
過
ぎ
た
孔
子
は
、
式
（
頭
を
下
げ
る
敬
礼
）
を
し
な
か
っ
た
。
馬
の
轡
を

引
い
て
い
た
弟
子
の
子
貢
は
、「
三
人
以
上
の
人
に
出
会
っ
た
ら
馬
を
降
り
、

二
人
な
ら
ば
式
を
す
る
の
が
礼
で
あ
る
の
に
、
先
生
は
ど
う
し
て
そ
う
な
さ

ら
な
か
っ
た
の
で
す
か
」
と
尋
ね
た
。
そ
れ
に
対
し
孔
子
は
、「
国
が
滅
ぼ

さ
れ
そ
う
な
時
に
そ
れ
を
知
ら
な
い
の
は
不
智
、
知
っ
て
い
て
戦
わ
な
い
の

は
忠
で
は
な
く
、
戦
っ
て
も
戦
死
し
な
い
の
は
勇
で
は
な
い
。
門
の
修
理
を

す
る
者
は
多
い
の
に
、
陳
の
民
は
一
人
と
し
て
智
も
忠
も
勇
も
行
え
な
か
っ

た
。
だ
か
ら
私
は
式
を
し
な
か
っ
た
の
だ
」
と
答
え
た
。
韓
嬰
も
「
小
人
」

の
群
衆
な
ど
礼
す
る
に
値
し
な
い
、
と
手
厳
し
い
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
祖
国
の
危
急
に
際
し
て
は
庶
民
と
い
え
ど
も
命
を
か
け
て

戦
う
べ
き
だ
、
と
い
う
思
考
が
伺
え
る
。
筆
者
は
こ
こ
に
見
え
る
孔
子
の
態

度
は
十
分
「
好
戦
的
」
な
も
の
に
思
え
る
が
、
そ
の
よ
う
な
見
方
に
は
異
論

も
あ
る
だ
ろ
う
。
国
家
に
帰
属
す
る
民
衆
が
国
家
の
た
め
に
敵
と
戦
う
の
は

当
然
で
あ
り
、
そ
れ
が
で
き
な
い
民
衆
は
蔑
視
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
、
と

い
う
考
え
に
賛
意
を
示
す
人
間
は
今
日
の
日
本
に
お
い
て
も
多
い
か
も
し
れ
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な
い
。『
韓
詩
外
伝
』
に
限
ら
ず
、
拙
稿
Ａ
～
Ｆ
で
見
て
き
た
儒
家
文
献
に

も
こ
の
思
考
は
通
底
し
て
い
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
こ
う
し
た
文
献
に

時
お
り
見
え
る
反
戦
的
言
辞
が
異
彩
を
放
つ
の
で
あ
り
、
見
逃
せ
な
い
の
で

あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
逸
話
か
ら
は
愛
国
心
や
矜
持
に
欠
け
る
民
衆
を
「
小
人
」
と

見
下
す
エ
リ
ー
ト
主
義
も
垣
間
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
儒
家
に
特
有
な
も
の

と
言
う
よ
り
は
、
前
近
代
の
中
国
社
会
の
知
識
人
層
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る

階
級
意
識
の
表
出
と
見
な
せ
る
だ
ろ
う
。

　『
韓
詩
外
伝
』
の
根
底
に
そ
の
よ
う
に
ご
く
一
般
的
な
儒
家
的
価
値
観
や

前
近
代
の
中
国
社
会
に
共
通
す
る
常
識
的
観
念
が
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た

う
え
で
、
反
戦
的
言
辞
を
拾
い
出
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
巻
二
第
一
章
に
つ
い
て
。
春
秋
時
代
中
期
の
有
名
な
楚
と
宋
の
戦

争
に
つ
い
て
の
逸
話
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

楚
の
荘
王
、
宋
を
囲
む
。
七
日
の
糧
有
り
。
曰
く
、「
此
れ
を
尽
く
し

て
克
た
ざ
れ
ば
、
将
に
去
り
て
帰
ら
ん
と
す
」
と
。
是
に
於
て
司
馬
子

反
を
し
て
闥た

ち

に
乗
じ
て
宋
城
を
窺

う
か
が

わ
し
む
。
宋
、
華
元
を
し
て
闥
に
乗

じ
て
之
れ
に
応
ぜ
し
む
。
子
反
曰
く
、「
子
の
国
、
何い

若か
ん

」
と
。
華
元

曰
く
、「
憊つ

か

る
。
子
を
易
え
て
之
れ
を
食
ら
い
、
骸
を
㭊さ

き
て
之
れ
を

爨か
し

ぐ
」
と
。
子
反
曰
く
、「
嘻あ

あ

、
甚
だ
し
き
か
な
憊
る
る
こ
と
。
然
り

と
雖
も
、
吾
聞
く
、
囲
ま
る
る
者
の
国
は
、
馬
に
箝

く
び
か
せし

て
之
れ
に
抹

ま
ぐ
さ

か

い
、肥
者
を
し
て
客
に
応
ぜ
し
む
、と
。
今
何
ぞ
吾
子
の
情
す
る
や
」と
。

華
元
曰
く
、「
吾
聞
く
、
君
子
は
人
の
困
を
見
れ
ば
則
ち
之
れ
を
矜

あ
わ
れ

み
、

小
人
は
人
の
困
を
見
れ
ば
則
ち
之
れ
を
幸
と
す
、
と
。
吾
、
吾
子
を
君

子
に
似
た
り
と
望
見
す
。是
を
以
て
情
す
る
な
り
」と
。子
反
曰
く
、「
諾
。

子
其
れ
之
れ
に
勉
め
よ
。
吾
が
軍
も
七
日
の
糧
有
る
の
み
」
と
。
揖ゆ

う

し

て
去
る
。
子
反
、荘
王
に
告
ぐ
。
荘
王
曰
く
、「
若い

何か
ん

」
と
。
子
反
曰
く
、

「
憊
る
。
子
を
易
え
て
之
れ
を
食
ら
い
、骸
を
㭊
き
て
之
れ
を
爨
ぐ
」と
。

荘
王
曰
く
「
嘻
、
甚
し
い
か
な
憊
る
る
こ
と
。
今
此
れ
を
得
て
帰
ら
ん

の
み
」
と
。
子
反
曰
く
、「
不
可
な
り
。
吾
、已
に
之
れ
に
告
げ
て
曰
く
、

『
軍
も
亦
た
七
日
の
糧
有
る
の
み
』
と
」
と
。
荘
王
怒
り
て
曰
く
、「
吾
、

子
を
し
て
之
れ
を
視
せ
し
む
、
子
、
曷な

ん

為す

れ
ぞ
之
れ
に
告
ぐ
る
や
」
と
。

子
反
曰
く
、「
区
区
の
宋
す
ら
猶
お
欺
か
ざ
る
の
臣
有
り
、
何
ぞ
楚
国

を
以
て
し
て
無
か
ら
ん
や
。
吾
、是
を
以
て
之
れ
に
告
ぐ
る
な
り
」
と
。

莊
王
曰
く
、「
然
り
と
雖
も
、
吾
、
今
此
れ
を
得
て
帰
ら
ん
の
み
」
と
。

子
反
曰
く
、「
王
、
此
こ
に
処
ら
ん
こ
と
を
請
わ
ば
、
臣
は
帰
ら
ん
こ

と
を
請
う
の
み
」
と
。
王
曰
く
、「
子
、
我
を
去
り
て
帰
ら
ば
、
吾
、

孰い
ず

れ
と
与と

も

に
か
此
こ
に
処
ら
ん
。吾
も
将
に
子
に
従
い
て
帰
ら
ん
と
す
」

と
。
遂
に
師
を
帥
い
て
帰
る
。
君
子
、其
の
平
ら
ぐ
を
善
と
す
る
の
み
。

華
元
、
誠
を
以
て
子
反
に
告
げ
、
以
て
囲
を
解
か
る
る
を
得
、
二
国
の

命
を
全
う
す
。（
中
略
）
君
子
、
其
の
誠
を
以
て
相
い
告
ぐ
る
を
善
と

す
る
な
り
。

　
こ
れ
は
『
春
秋
』
三
伝
に
も
詳
し
い
経
緯
が
見
え
る
前
五
九
四
年
の
史
実

で
あ
り
、
特
に
『
春
秋
穀
梁
伝
』
が
「
人
（
民
衆
）
の
望
ん
だ
和
平
を
達
成

し
た
」
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
点
を
拙
稿
で
確
認
し
て
い
る９

。
楚
軍
に
長
期

間
包
囲
さ
れ
食
料
が
尽
き
た
宋
は
、互
い
に
子
を
取
り
か
え
て
肉
を
食
ら
い
、

死
者
の
遺
骸
を
解
体
し
て
骨
を
燃
料
に
す
る
と
い
う
惨
状
に
陥
っ
た
。
一
方

の
楚
も
も
は
や
七
日
分
の
兵
糧
し
か
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
で
、
楚
か

ら
は
子
反
、
宋
か
ら
は
華
元
が
敵
情
視
察
の
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
そ

こ
で
相
対
し
た
二
人
は
、
ま
ず
華
元
が
自
国
の
惨
状
を
赤
裸
々
に
訴
え
、
そ

れ
に
感
じ
入
っ
た
子
反
も
楚
軍
の
実
情
を
隠
さ
ず
伝
え
、和
平
を
約
束
す
る
。
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そ
し
て
、
自
軍
に
帰
っ
た
子
反
が
宋
攻
略
に
こ
だ
わ
る
楚
・
荘
王
を
説
得
し
、

ど
う
に
か
和
平
を
達
成
し
た
、
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、『
韓
詩
外
伝
』の
評
価
は
自
国
の
窮
状
を
訴
え
た
宋
・
華
元
の「
誠
」

を
称
え
る
も
の
で
あ
り
、『
穀
梁
伝
』
が
特
筆
し
て
い
る
「
民
衆
の
和
平
を

望
む
声
」
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
和
平
の
達
成
よ
り
も
一
臣

下
の
偶
発
的
言
動
に
見
え
る
誠
意
を
評
価
す
る
意
識
が
強
く
、
反
戦
的
意
図

は
希
薄
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
次
の
巻
二
第
二
章
の
文
章
は
明
白
に
庶
民
の
反
戦
的
意
思
を
取

り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

魯
の
監
門
の
女

む
す
め

・
嬰
、
相
い
従
い
て
績つ

む

ぐ
。
中
夜
に
し
て
泣
涕
す
。
其

の
偶
曰
く
、「
何な

ん

謂す

れ
ぞ
泣
く
や
」
と
。
嬰
曰
く
、「
吾
聞
く
、
衛
の
世

子
不
肖
な
り
、
と
。
泣
く
所ゆ

え

ん以
な
り
」
と
。
其
の
偶
曰
く
、「
衛
の
世

子
の
不
肖
な
る
は
、
諸
侯
の
憂
な
り
。
子
、
曷な

ん

為す

れ
ぞ
泣
く
や
」
と
。

嬰
曰
く
、「
吾
、
之
れ
を
聞
く
は
、
子
の
言
と
異
な
れ
り
。
昔
、
宋
の

桓
司
馬
、
罪
を
宋
の
君
に
得
、
魯
に
出
づ
。
其
の
馬
、
佚の

が

れ
て
吾
が
園

に
𩥇て

ん

じ
、
吾
が
園
の
葵
を
食
む
。
是
の
歲
、
吾
れ
聞
く
、
園
人
、
利
の

半
を
亡

う
し
な

え
り
、
と
。
越
王
勾
践
、
兵
を
起
こ
し
て
吳
を
攻
む
る
や
、
諸

侯
、
其
の
威
を
畏
る
。
魯
、
往
き
て
女
を
献
ず
る
や
、
吾
が
姊あ

ね

、
焉こ

れ

に

与あ
ず
かり

、
兄
、
往
き
て
之
れ
を
視
る
も
、
道
に
畏

し
い
た
げら

れ
て
死
せ
り
。
越
の

兵
の
威お

ど

す
は
吳
な
れ
ど
も
、
兄
死
す
る
は
我
な
り
。
是
れ
に
由
り
て
之

れ
を
観
れ
ば
、
禍
と
福
と
は
相
反
す
る
な
り
。
今
、
衛
の
世
子
甚
だ
不

肖
に
し
て
、兵
を
好
む
。
吾
が
男
弟
三
人
、能
く
憂
い
無
か
ら
ん
や
」と
。

（
後
略
）

　
魯
の
監
門
（
門
番
。「
き
わ
め
て
貧
し
い
職
業10

」
と
さ
れ
る
）
の
娘
の
嬰
が
、

仲
間
と
糸
を
紡
い
で
い
た
が
、
夜
中
に
泣
き
出
し
た
。
仲
間
が
理
由
を
聞
く

と
、
衛
の
君
主
の
跡
継
ぎ
息
子
が
愚
か
者
だ
と
聞
い
た
か
ら
だ
と
言
う
。
仲

間
は
、
そ
れ
は
諸
侯
が
心
配
す
べ
き
こ
と
、
な
ぜ
あ
な
た
が
泣
く
の
か
、
と

さ
ら
に
問
う
た
。
嬰
は
、「
私
の
感
じ
方
は
あ
な
た
と
は
違
う
。
そ
の
昔
、

宋
の
桓
司
馬
が
宋
君
か
ら
罪
を
得
て
魯
に
出
奔
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
馬
が
脱

走
し
て
私
た
ち
の
畑
に
入
り
込
み
、
そ
の
葵
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
私
が
聞

い
た
と
こ
ろ
で
は
、
農
民
た
ち
は
そ
の
年
の
利
益
を
半
分
失
っ
た
そ
う
だ
。

ま
た
越
王
の
勾
践
が
呉
を
攻
め
る
と
、
諸
侯
た
ち
は
類
が
及
ぶ
の
を
恐
れ
、

魯
は
勾
践
に
女
た
ち
を
献
上
し
た
が
、私
の
姉
も
そ
の
う
ち
の
一
人
だ
っ
た
。

そ
し
て
兄
が
姉
を
送
り
届
け
た
の
だ
が
、
道
中
で
害
さ
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
。
越
の
軍
隊
が
脅
し
た
相
手
は
呉
だ
っ
た
の
に
、
兄
を
殺
さ
れ
た
の
は
私

だ
っ
た
。
こ
う
し
た
例
か
ら
見
れ
ば
、
禍
と
福
は
思
い
も
よ
ら
な
い
も
の
。

そ
し
て
今
、
衛
の
跡
継
ぎ
は
と
ん
で
も
な
い
愚
か
者
で
、
戦
争
好
き
と
の
こ

と
。
私
に
は
弟
が
三
人
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
こ
れ
を
心
配
し
な
い
で
い
ら

れ
よ
う
か
」
と
答
え
た
。

　
こ
こ
に
見
え
る
「
桓
司
馬
」
は
春
秋
時
代
の
宋
の
桓か

ん

魋た
い

（
向
魋
。
前
六
世

紀
末
─
前
五
世
紀
初
）
の
こ
と
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
桓
魋
が
魯
に
出
奔
し

た
と
い
う
記
録
は
他
に
見
え
ず
、
そ
も
そ
も
こ
の
逸
話
が
史
実
か
ど
う
か
も

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
戦
争
好
き
の
愚
か
な
為
政
者
に
振
り
回
さ
れ
、
思

い
も
よ
ら
ず
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
家
族
を
失
う
庶
民
の
悲
し
み
や
嘆
き
が

率
直
に
訴
え
ら
れ
て
お
り
、
真
実
味
に
富
ん
で
い
る11

。
前
掲
の
巻
一
第
十
二

章
が
為
政
者
・
知
識
人
の
視
点
を
表
し
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
逸
話
は
庶

民
の
戦
争
観
・
厭
戦
意
識
を
正
面
か
ら
表
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
次
は
巻
三
第
十
三
章
、
儒
家
の
古
典
に
お
な
じ
み
の
克
殷
に
ま
つ
わ
る
逸

話
で
あ
る
。

武
王
、
紂
を
伐
た
ん
と
し
、
邢
丘
に
到
る
や
、
軛

く
び
き

折
れ
て
三
と
為
り
、
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天
雨あ

め
ふり

て
三
日
休
ま
ず
。
武
王
、
心
に
懼
れ
、
太
公
を
召
し
て
問
う
て

曰
く
、「
意お

も

う
に
、
紂
未
だ
伐
つ
可
か
ら
ざ
る
か
」
と
。
太
公
、
対こ

た

え

て
曰
く
、「
然
ら
ず
。
軛
折
れ
て
三
と
為
る
者
は
、
軍
の
当ま

さ

に
分
か
れ

て
三
と
為
る
べ
き
な
り
。
天
雨
り
て
三
日
休
ま
ざ
る
は
、
吾
が
兵
を
灑あ

ら

わ
ん
と
欲
す
る
な
り
」
と
。
武
王
曰
く
、「
然
ら
ば
何い

か

ん若
せ
ん
」
と
。

太
公
曰
く
、「
其
の
人
を
愛
す
る
者
は
、
屋
上
の
烏
に
及
び
、
其
の
人

を
悪に

く

む
者
は
、
其
の
胥
余
を
も
憎
む
。
咸み

な

厥そ

の
敵
を
劉こ

ろ

し
、
余
り
有
ら

し
む
る
こ
と
靡な

か
ら
し
め
よ
」
と
。
武
王
曰
く
、「
於あ

戲あ

、
天
下
未
だ

定
ま
ら
ざ
る
な
り
」
と
。
周
公
、
趨は

し

り
進
み
て
曰
く
、「
然
ら
ず
。
各お

の

お
の
其
の
宅
を
度は

か

り
、
其
の
田
を
佃

た
が
や

さ
し
め
、
旧
新
を
獲
る
無
し
。
百

姓
過
ち
有
ら
ば
、
予
一
人
に
在
り
」
と
。
武
王
曰
く
、「
於あ

戲あ

、
天
下

已す
で

に
定
ま
る
」
と
。
乃
ち
武
を
脩
め
兵
を
寧
に
勒
し
、
更
め
て
邢
丘
に

名
づ
け
て
懐
と
曰
い
、
寧
を
脩
武
と
曰
う
。
行
き
て
紂
に
牧
の
野
に
克か

つ
。（
中
略
）
既
に
商
よ
り
反
り
、（
中
略
）
河
を
済わ

た

り
て
西
し
、
馬
は

華
山
の
陽
に
放
ち
、復
た
乗
ら
ざ
る
を
示
す
。
牛
は
桃
林
の
野
に
放
ち
、

復
た
服
さ
ざ
る
を
示
す
。
車
甲
は
衅ち

ぬ

り
て
之
れ
を
府
庫
に
蔵
し
、
復
た

用
い
ざ
る
を
示
す
。
是
に
於
て
軍
を
廃
し
て
郊
射
し
、左
に
貍
首
を
射
、

右
に
騶
虞
を
射
ゆ
。
然
る
後
に
天
下
、
武
王
の
復
た
兵
を
用
い
ざ
る
を

知
る
な
り
。（
中
略
）夫
れ
武
の
久
し
き
は
、亦
た
宜
し
か
ら
ず
や
。（
後

略
）

　
以
下
に
大
意
を
示
す
。
周
の
武
王
が
殷
の
紂
王
を
討
伐
し
よ
う
と
し
た
と

こ
ろ
、
馬
を
つ
な
ぐ
く
び
き
が
三
つ
に
折
れ
、
雨
が
三
日
降
り
続
い
た
。
武

王
は
不
吉
を
感
じ
、
軍
師
の
太
公
望
呂
尚
に
「
紂
王
を
ま
だ
討
伐
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
」
と
尋
ね
た
。
す
る
と
呂
尚
は
「
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
く
び
き
が
三
つ
に
折
れ
た
の
は
、
我
が
軍
を
三
つ
に
分
け
る

べ
き
と
い
う
お
告
げ
で
あ
り
、
雨
が
三
日
止
ま
な
い
の
は
、
我
が
兵
士
た
ち

を
清
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
」
と
答
え
た
。「
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
」
と
聞
く
と
、呂
尚
は
「
人
を
愛
す
る
思
い
は
屋
根
の
カ
ラ
ス
に
ま
で
、

人
を
憎
む
思
い
は
村
里
の
垣
根
に
ま
で
及
ぶ
と
の
こ
と
。
敵
は
一
人
残
ら
ず

殺
し
尽
く
す
べ
き
で
す
」
と
答
え
た
。
し
か
し
、
武
王
は
「
あ
あ
、
天
下
の

帰
趨
は
ま
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
ら
し
い
」
と
嘆
い
た
。
す
る
と
弟
の
周
公
旦

が
小
走
り
に
進
み
出
て
、「
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
に
家
を
作

ら
せ
、
農
地
を
耕
作
さ
せ
、
古
く
か
ら
従
う
周
の
民
と
新
た
に
従
う
殷
の
民

を
分
け
隔
て
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
民
が
過
失
を
犯
し
た
ら
、
そ
の
責
任
は

全
て
私
一
人
に
あ
り
ま
す
」
と
答
え
た
。
す
る
と
武
王
は
安
心
し
て
「
あ
あ
、

天
下
の
帰
趨
は
す
で
に
定
ま
っ
た
」
と
言
い
、
つ
い
に
進
軍
し
て
紂
王
を
牧

野
に
攻
め
滅
ぼ
し
た
。
そ
の
後
、
黄
河
を
西
に
渡
っ
て
軍
馬
・
牛
を
山
林
に

解
放
し
、
戦
車
や
甲
冑
も
倉
庫
に
し
ま
い
、
軍
隊
自
体
を
廃
止
し
て
二
度
と

戦
争
を
し
な
い
決
意
を
天
下
に
示
し
た
。
韓
嬰
は
そ
れ
を「
武
の
久
し
き
は
、

亦
た
宜
し
か
ら
ず
や
」（
武
王
の
治
世
が
長
く
続
く
こ
と
が
よ
ろ
し
く
な
い

は
ず
が
あ
ろ
う
か
）
と
称
え
て
い
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
も
ち
ろ
ん
「
馬
は
…
…
放
ち
、
復
た
乗
ら
ざ
る
を
示
す
。

…
…
車
甲
は
衅
り
て
之
れ
を
府
庫
に
蔵
し
、
復
た
用
い
ざ
る
を
示
す
。
是
に

於
て
軍
を
廃
し
…
…
然
る
後
に
天
下
、
武
王
の
復
た
兵
を
用
い
ざ
る
を
知
る

な
り
」
の
部
分
で
あ
る12

。
諸
悪
の
根
源
で
あ
る
紂
王
を
滅
ぼ
し
た
後
は
、
も

は
や
軍
隊
は
不
要
に
な
り
、武
王
が
理
想
的
な
善
政
を
敷
い
た
と
し
て
い
る
。

あ
た
か
も
克
殷
が
「
世
界
最
終
戦
争
」
で
あ
り
、
そ
の
後
は
永
遠
の
平
和
が

続
い
た
か
の
よ
う
に
読
め
る
。

　
し
か
し
、
史
実
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
克
殷
後
三

年
ほ
ど
で
武
王
は
病
死
し
、
周
公
旦
が
武
王
の
子
の
成
王
を
摂
政
し
た
も
の
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の
、
弟
の
管
叔
・
蔡
叔
ら
の
反
乱
を
招
き
、
そ
の
鎮
圧
の
た
め
に
戦
わ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た13

。「
武
」
の
原
義
が
「
戈
」
を
「
止
め
る
」、
つ
ま
り
戦
争

の
抑
止
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
武
王
が
諡
号
の
通
り
に
そ
れ

を
実
現
で
き
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
短
期
間
で
し
か
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
う
で
は
あ
る
が
こ
の
武
王
の
軍
備
放
棄
の
逸
話
は
戦
国
末
成

立
の
『
呂
氏
春
秋
』
や
前
漢
前
期
（『
韓
詩
外
伝
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
）
に
成

立
し
た
『
淮
南
子
』
な
ど
儒
家
以
外
の
文
献
に
も
見
え
て
お
り14

、
学
派
を
越

え
て
広
く
人
口
に
膾
炙
し
た
話
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
聖
人
の
聖
戦
（
そ

れ
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
戦
争
は
非
難
の
対
象
に
な
る
）
に
よ
っ
て
諸
悪
が
根
絶

さ
れ
、
永
遠
の
平
和
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
傾
向
は
拙
稿
で
す
で
に

見
た
よ
う
に
『
孟
子
』
に
顕
著
で
あ
っ
た15

が
、
そ
れ
が
戦
国
後
期
か
ら
前
漢

前
期
の
人
々
に
共
通
す
る
願
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
聖
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
無
闇
に
武
力
を
行
使
し
て
い
い
わ
け
で

は
な
い
。
そ
の
点
に
関
わ
る
逸
話
が
巻
三
第
二
三
章
に
見
え
る
。

舜
の
時
に
当
た
り
、
有
苗
氏
服
さ
ず
。（
中
略
）
禹
、
之
れ
を
伐
た
ん

こ
と
を
請
う
。
而
れ
ど
も
舜
許
さ
ず
、
曰
く
、「
吾
が
喻
教
、
猶
お
未

だ
竭つ

く

さ
ざ
る
な
り
。」
と
。
久
し
く
喻
教
す
。
而
し
て
有
苗
の
民
、
服

を
請
う
。
天
下
之
れ
を
聞
き
、
皆
、
禹
の
義
を
薄
し
と
し
、
舜
の
徳
を

美
と
す
。（
中
略
）
問
う
て
曰
く
「
然
ら
ば
則
ち
禹
の
徳
は
舜
に
及
ば

ざ
る
か
」
と
。
曰
く
「
然
る
に
非
ざ
る
な
り
。
禹
の
伐
を
請
う
所
以
の

者
は
、
舜
の
徳
を
彰
さ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
故
に
善
な
れ
ば
則
ち
君
を

称
し
、
過
あ
れ
ば
則
ち
己
を
称
す
る
は
、
臣
下
の
義
な
り
。
仮も

し
禹
を

し
て
君
為
ら
し
め
ば
、
舜
、
臣
為
り
て
、
亦
た
此
く
の
如
き
の
み
。
夫

れ
禹
は
人
臣
の
大
体
に
達
す
と
謂
う
可
き
な
り
」
と
。

　
舜
の
時
代
に
、
南
方
の
異
民
族
の
有
苗
氏
が
服
属
し
な
か
っ
た
。
禹
が
討

伐
を
進
言
し
た
が
、
舜
は
そ
れ
を
許
さ
ず
、「
私
の
説
諭
が
ま
だ
足
り
て
い

な
い
か
ら
有
苗
氏
は
服
属
し
な
い
の
だ
」
と
言
い
、
時
間
を
か
け
て
服
属
す

る
よ
う
に
説
得
し
た
。
そ
の
結
果
、つ
い
に
有
苗
氏
が
服
属
を
乞
う
て
き
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
天
下
の
人
々
は
、
禹
の
義
の
薄
さ
を
非
難
し
、
舜
の
徳
の
高

さ
を
称
え
た
。
そ
こ
で
あ
る
人
が
「
禹
の
徳
は
舜
に
及
ば
な
い
、
と
い
う
こ

と
か
」
と
問
う
た
。
韓
嬰
は
「
そ
う
で
は
な
い
。
禹
が
討
伐
を
乞
う
た
の
は
、

舜
の
徳
を
引
き
立
て
る
た
め
だ
っ
た
の
だ
。
善
い
こ
と
は
君
主
の
功
と
し
、

過
誤
は
自
分
の
せ
い
に
す
る
の
が
臣
下
の
取
る
べ
き
正
義
で
あ
る
。
も
し
禹

が
君
主
で
舜
が
臣
下
だ
っ
た
ら
、
舜
も
当
然
そ
う
し
た
は
ず
だ
。
つ
ま
り
、

禹
は
臣
下
た
る
者
の
大
要
を
会
得
し
て
い
た
の
だ
」
と
答
え
た
。

　
異
民
族
を
も
徳
治
で
教
化
す
べ
き
、
と
い
う
儒
家
の
基
本
理
念
を
ベ
ー
ス

に
、
禹
が
あ
え
て
有
苗
氏
討
伐
を
唱
え
る
こ
と
で
君
主
た
る
舜
に
徳
政
を
促

し
た
、
と
い
う
筋
書
き
に
な
っ
て
お
り
、
結
果
的
に
禹
の
徳
の
高
さ
を
称
え

る
逸
話
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
禹
も
君
主
と
な
っ
て
か
ら
軍
事
に
頼
ら
ず

舞
踊
に
よ
っ
て
有
苗
氏
を
手
な
ず
け
た
、
と
い
う
話
が
『
書
経
』
大
禹
謨
に

見
え
て
お
り
、
拙
稿
で
す
で
に
確
認
し
て
い
る16

。

　
儒
家
文
献
に
お
決
ま
り
の
陳
腐
な
聖
人
礼
賛
譚
で
は
あ
る
が
、
聖
人
と
い

え
ど
も
み
だ
り
に
武
力
に
訴
え
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
平
和
主
義
が
儒
家

思
想
の
基
底
に
あ
る
こ
と
は
こ
こ
か
ら
も
明
ら
か
に
読
み
取
れ
る
。

　
次
は
巻
九
第
十
五
章
。
孔
子
と
弟
子
た
ち
の
牧
歌
的
な
や
り
取
り
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

孔
子
、
子
路
・
子
貢
・
顏
淵
と
戎
山
の
上
に
游
ぶ
。
孔
子
喟
然
と
し
て

嘆
じ
て
曰
く
、「
二
三
子
、
各お

の

お
の
爾

な
ん
じ

が
志
を
言
え
。
予
、
将ま

さ

に
覧
ぜ

ん
と
す
。
由ゆ

う

や
、爾
は
何い

か

ん如
」
と
。
対こ

た

え
て
曰
く
、「
白
羽
は
月
の
如
く
、
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赤
羽
は
日
の
如
き
を
得
ん
。
鐘
鼓
を
撃
つ
者
は
、
上
は
天
に
聞
こ
え
、

旌せ
い

旗き

は
翩へ

ん

飜ぱ
ん

、
下
は
地
に
蟠

わ
だ
か
まれ

り
。
使
し
て
将
に
之
れ
を
攻
め
ん
と
す

る
は
、
惟た

だ
由
の
み
能
く
為
さ
ん
」
と
。
孔
子
曰
く
、「
勇
士
な
ら
ん
。

賜し

や
、
爾
は
何
如
」
と
。
対
え
て
曰
く
、「
素
衣
縞
冠
を
得
て
、
両
国

の
間
に
使
い
せ
ば
、
尺
寸
の
兵
、
升
斗
の
糧
を
も
持
た
ず
し
て
、
両
国

を
し
て
相
い
親
き
こ
と
兄
弟
の
如
く
せ
ん
」
と
。
孔
子
曰
く
、「
弁
士

な
ら
ん
。
回
や
、
爾
は
何
如
」
と
。
対
え
て
曰
く
、「
鮑ほ

う

魚ぎ
ょ

は
蘭ら

ん

茞し

と

笥
を
同
じ
く
し
て
蔵
さ
ず
、桀
紂
は
堯
舜
と
時
を
同
じ
く
し
て
治
め
ず
。

二
子
已
に
言
え
り
、
回
、
何
ぞ
言
わ
ん
や
」
と
。
孔
子
曰
く
、「
回
、

鄙
の
心
有
ら
ん
や
。」
と
。
顏
淵
曰
く
、「
願
わ
く
は
明
王
聖
主
を
得
て

之
れ
が
相
と
為
り
、
使
し
て
城
郭
は
治
め
ず
、
溝
池
は
鑿
た
ず
、
陰
陽

和
調
し
、
家
ご
と
に
給
し
人
ご
と
に
足
ら
し
め
、
庫
兵
を
鋳
て
以
て
農

器
を
為つ

く

ら
ん
」
と
。
孔
子
曰
く
、「
大
士
な
ら
ん
。
由
、
来
た
れ
ど
も

区
区
た
れ
ば
汝
何
ぞ
攻
め
ん
。
賜
、
来
た
れ
ど
も
便
便
た
れ
ば
汝
何
ぞ

使
え
ん
。
願
わ
く
ば
衣
冠
を
得
て
、
子
の
為
に
宰
た
ら
ん
」
と
。

　
大
意
は
以
下
の
と
お
り
。
孔
子
が
子
路
・
子
貢
・
顔
回
を
伴
っ
て
戎
山
に

登
山
を
し
た
さ
い
、
三
人
の
志
を
問
う
た
。
子
路
は
、
大
軍
を
相
手
に
攻
め

込
む
勇
気
は
私
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
、
と
言
う
。
子
貢
は
、
対
立
す
る
両
国

に
武
器
も
兵
糧
も
持
た
ず
に
使
者
と
し
て
お
も
む
き
、
説
得
し
て
兄
弟
の
よ

う
に
親
し
ま
せ
て
み
せ
ま
し
ょ
う
、
と
言
う
。
孔
子
は
子
路
を
勇
士
、
子
貢

を
弁
士
と
評
価
し
た
う
え
で
、
顔
回
の
志
を
聞
い
た
。
顔
回
は
、「
鮑
魚
（
塩

漬
け
の
臭
い
魚
）
は
蘭
茞
（
香
草
）
と
同
じ
箱
に
入
れ
て
保
存
せ
ず
、
悪
君

の
桀
王
・
紂
王
は
堯
・
舜
の
よ
う
な
聖
王
と
同
じ
時
代
に
統
治
を
し
な
い
と

さ
れ
ま
す
。
す
で
に
二
人
が
答
え
た
う
え
に
、
私
に
何
か
言
う
こ
と
な
ど
あ

り
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
う
。
し
か
し
、
孔
子
が
「
回
よ
、
謙
遜
な
ど
し
な
く

て
よ
い
」
と
回
答
を
促
す
。
す
る
と
顔
回
は
、「
可
能
で
あ
れ
ば
明
王
聖
主

に
仕
え
て
大
臣
と
な
り
、
城
郭
や
掘
割
に
頼
っ
て
国
を
守
る
よ
う
な
こ
と
は

せ
ず
、
陰
陽
を
整
え
る
こ
と
に
心
を
砕
き
、
家
ご
と
人
ご
と
に
十
分
食
べ
ら

れ
る
よ
う
に
賑
給
し
、
倉
庫
の
武
器
を
鋳
つ
ぶ
し
て
農
具
を
作
り
ま
す
」
と

答
え
た
。
孔
子
は
、「
大
士
だ
な
。
由
（
子
路
）
が
来
た
と
て
こ
こ
ま
で
自

信
に
満
ち
た
相
手
を
ど
う
攻
撃
で
き
よ
う
。
賜
（
子
貢
）
が
来
た
と
て
こ
こ

ま
で
明
白
な
弁
論
に
ど
う
対
峙
で
き
よ
う
。
私
は
願
わ
く
ば
官
位
を
得
て
、

顔
回
の
た
め
に
仕
え
た
い
」
と
言
っ
た
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
も
ち
ろ
ん
顔
回
の
「
城
郭
は
治
め
ず
、
溝
池
は
鑿
た
ず
、

…
…
家
ご
と
に
給
し
人
ご
と
に
足
ら
し
め
、
庫
兵
を
鋳
て
以
て
農
器
と
為
さ

ん
」
と
の
言
で
あ
る
。
国
防
や
軍
事
に
リ
ソ
ー
ス
を
割
く
よ
り
も
民
生
の
安

定
を
重
視
す
べ
き
だ
、
と
い
う
意
志
が
鮮
明
に
表
れ
て
い
る
。
特
に
、
単
に

武
器
を
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
鋳
つ
ぶ
し
て
農
具
に
し
て
し
ま
お
う
と
い
う

発
想
か
ら
は
「
絶
対
平
和
主
義
」
へ
の
傾
斜
が
明
ら
か
に
う
か
が
え
る
。
そ

し
て
、
孔
子
が
こ
の
意
志
を
激
賞
し
、
自
ら
仕
え
た
い
と
ま
で
言
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
、孔
子
の
理
想
も
ま
た
同
じ
で
あ
っ
た
と
見
な
せ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、先
行
す
る
他
の
儒
家
文
献
に
は
見
え
な
い
こ
の
逸
話
を
『
韓
詩
外
伝
』

が
特
に
採
録
し
て
い
る
以
上
、
韓
嬰
自
身
も
儒
家
思
想
が
目
指
す
べ
き
究
極

の
理
想
を
こ
の
顔
回
の
言
に
置
い
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

　
し
か
し
、『
韓
詩
外
伝
』
に
見
え
る
反
戦
的
言
辞
は
以
上
に
と
ど
ま
る
。

決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
し
、
全
編
を
通
じ
て
積
極
的
な
意
思
表
示
を
し

て
い
る
と
も
思
え
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
本
書
も
「
絶
対
平
和
主
義
」
を

積
極
的
に
訴
え
る
も
の
で
は
な
い
と
断
じ
ざ
る
を
得
な
い
し
、「
塩
鉄
会
議
」

の
賢
良
・
文
学
の
発
言
に
及
ぼ
し
た
影
響
も
限
定
的
な
も
の
だ
っ
た
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い17

。
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な
お
、
反
戦
的
言
辞
と
は
言
え
な
い
が
注
目
す
べ
き
章
が
一
つ
あ
る
の
で

示
し
て
お
き
た
い
。
巻
三
第
十
章
で
あ
る
。

伝
に
曰
く
、「
太
平
の
時
、
瘖い

ん

、
り
ょ
う

、
跛は

、
眇

び
ょ
う

、
尪お

う

、
蹇け

ん

、
侏し

ゅ

儒じ
ゅ

、
折

短
無
し
。
父
は
子
を
哭
さ
ず
、
兄
は
弟
を
哭
さ
ず
、
道
に
襁き

ょ

負う
ふ

の
遺
育

無
く
、
然
し
て
各
お
の
其
の
序
を
以
て
終
う
る
は
、
賢
医
を
之
れ
用
う

れ
ば
な
り
」
と
。
故
に
安
止
平
正
に
し
て
疾
を
除
く
の
道
は
、
焉こ

れ

よ
り

他
無
し
、
賢
を
用
う
る
の
み
な
り
。

　
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
太
平
の
時
代
に
は
、「
瘖
」（
声
が
出
な
い
）、「

」

（
疲
れ
や
ま
い
）、「
跛
」（
片
足
が
不
自
由
）、「
眇
」（
盲
目
）、「
尪
」（
背
が

曲
が
っ
て
い
る
）、「
蹇
」（
足
が
不
自
由
）、「
侏
儒
」（
背
が
極
度
に
低
い
）、

「
折
短
」（
夭
折
）
と
い
っ
た
身
体
障
害
や
不
幸
は
な
く
な
り
、
父
が
子
の
死

に
泣
い
た
り
、
兄
が
弟
の
死
に
泣
い
た
り
す
る
こ
と
も
な
く
、
道
路
に
乳
飲

み
子
が
捨
て
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
、
と
言
う
。
し
か
し
そ
の
よ
う
に
全
て
の

人
が
年
の
順
に
寿
命
を
終
え
ら
れ
る
世
は
、
賢
い
医
者
を
登
用
し
て
こ
そ
実

現
す
る
の
だ
。
安
全
無
事
で
疾
患
の
な
い
世
を
実
現
す
る
に
は
、
賢
者
を
用

い
る
ほ
か
は
な
い
。

　
こ
こ
で
目
に
付
く
の
は
、「
父
は
子
を
哭
さ
ず
、
兄
は
弟
を
哭
さ
ず
、
道

に
襁
負
の
遺
育
無
く
、
然
し
て
各
お
の
其
の
序
を
以
て
終
う
」
の
部
分
で
あ

る
。
こ
れ
は
拙
稿
Ｅ
で
見
た
賈
誼
『
新
書
』
所
引
の
髪
子
の
言
「
至
治
の
極

は
、
父
、
死
子
無
く
、
兄
、
死
弟
無
く
、
塗
に
繦
緥
の
葬
無
く
、
各
お
の
其

の
順
を
以
て
終
う
」
と
ほ
ぼ
同
義
の
文
で
あ
る
。
親
や
兄
が
子
や
弟
に
先
立

た
れ
て
泣
く
こ
と
が
な
く
、
道
路
に
乳
飲
み
子
が
打
ち
捨
て
ら
れ
る
こ
と
も

な
く
、
全
て
の
人
が
順
番
に
寿
命
を
全
う
で
き
る
世
、
つ
ま
り
は
万
人
が
戦

死
も
病
死
も
事
故
死
も
な
く
天
寿
を
全
う
で
き
る
社
会
こ
そ
究
極
の
理
想
社

会
で
あ
る
、
と
い
う
主
張
は
ま
さ
に
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
同
時
に
究
極
の

「
絶
対
平
和
主
義
」
の
表
明
と
も
言
え
る
の
だ
が
、『
韓
詩
外
伝
』
で
は
そ
れ

が
「
名
医
の
登
用
に
よ
る
疾
病
・
障
害
の
除
去
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

と
い
う
文
意
に
変
え
ら
れ
て
お
り
、
政
治
的
課
題
か
ら
巧
妙
に
外
さ
れ
て
い

る
の
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
賈
誼
が
生
き
た
文
帝
期
よ
り
も
中
央
集

権
化
が
進
み
、
皇
帝
専
制
支
配
体
制
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
景
帝
・
武
帝
期

を
見
て
い
た
韓
嬰
に
と
っ
て
、
全
人
民
の
禍
福
を
為
政
者
の
責
任
に
帰
す
髪

子
や
賈
誼
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
は
躊
躇
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
三
、
董
仲
舒
と
『
春
秋
繁
露
』
に
つ
い
て

　
董
仲
舒
の
名
は
、
中
国
古
代
史
に
特
段
関
心
の
な
い
日
本
人
で
も
記
憶
し

て
い
る
人
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
高
校
の
世
界
史
Ｂ
（
古
代
─
現
代
ま
で
の
通

史
を
扱
う
）
の
教
科
書
に
は
、
前
漢
武
帝
期
に
董
仲
舒
が
五
経
博
士
の
設
置

を
建
言
し
、
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
儒
教
が
王
朝
を
支
え
る
正
統
思
想

と
な
っ
た
こ
と
が
必
ず
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
は
こ
の
時
に

儒
教
が
「
国
教
」
と
な
っ
た
と
明
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、
以
後
は
儒
家
以
外

の
諸
子
百
家
の
学
説
が
全
て
排
除
さ
れ
、
儒
教
一
尊
と
な
っ
た
か
の
よ
う
に

誤
解
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
福
井
重
雅
や
渡
邉
義
浩
ら
の
一
連
の
研
究18

に
よ

り
「
董
仲
舒
の
建
言
で
儒
教
が
国
教
化
さ
れ
た
」
と
す
る
理
解
が
誤
り
で
あ

る
こ
と
は
ほ
ぼ
立
証
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　
し
か
し
、
武
帝
が
特
に
儒
教
を
支
持
し
た
こ
と
や
、
董
仲
舒
が
重
用
さ
れ

て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
董
仲
舒
が
、

本
来
「
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
」（『
論
語
』
述
而
篇
）
と
し
非
現
実
的
な
超
常

世
界
に
関
心
を
向
け
て
こ
な
か
っ
た
従
来
の
儒
学
の
伝
統
に
反
し
、
陰
陽
五

行
説
な
ど
の
影
響
の
も
と
に
い
わ
ゆ
る
天
人
相
関
説
（
自
然
界
の
現
象
と
人
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間
社
会
の
現
象
に
不
即
不
離
の
関
係
性
を
見
る
説
）
や
災
異
説
（
人
間
社
会

の
失
政
が
天
の
怒
り
を
買
っ
た
結
果
、
種
々
の
災
害
や
異
常
現
象
が
起
こ
る

と
す
る
説
）
を
大
胆
に
儒
教
に
取
り
入
れ
た
結
果
、
前
漢
後
期
か
ら
後
漢
初

期
に
か
け
て
続
発
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
・
社
会
的
混
乱
を
招
い
た
こ
と

も
明
ら
か
な
事
実
で
あ
る
。
後
世
の
毀
誉
褒
貶
に
満
ち
た
評
価
も
含
め
、
韓

嬰
よ
り
も
は
る
か
に
注
目
を
浴
び
て
き
た
儒
学
者
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

　
董
仲
舒
は
前
漢
文
帝
（
位
前
一
八
〇
年
─
前
一
五
七
年
）
の
初
め
に
信
都

郡
広
川
（
現
河
北
省
）
に
生
ま
れ
、
武
帝
の
元
狩
年
間
（
前
一
二
二
年
─
前

一
一
七
年
）
ま
た
は
元
封
年
間
（
前
一
一
〇
年
─
一
〇
五
年
）
ま
で
存
命
し

た
と
推
定
さ
れ
る
。『
春
秋
公
羊
伝
』
を
修
め
、
清
廉
な
人
柄
で
、
帳
を
下

ろ
し
て
学
問
に
打
ち
込
み
、
三
年
間
庭
に
出
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
い
う
。

門
人
は
多
か
っ
た
が
、
董
仲
舒
が
自
身
の
勉
学
で
忙
し
か
っ
た
た
め
、
兄
弟

子
が
弟
弟
子
を
教
え
る
ば
か
り
で
、
弟
子
の
中
に
は
董
仲
舒
の
顔
を
知
ら
な

い
者
も
い
た
と
い
う
。
景
帝
期
（
前
一
五
七
年
─
前
一
四
一
年
）
に
春
秋
の

博
士
と
な
り
、
武
帝
（
位
前
一
四
一
年
─
前
八
七
年
）
の
初
年
に
他
の
諸
子

百
家
の
学
説
を
排
除
し
て
儒
学
の
み
に
基
づ
く
政
治
を
行
う
よ
う
献
策
し
た

と
さ
れ
る
（
こ
れ
が
の
ち
に
「
儒
教
国
教
化
」
の
献
策
と
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
）。
そ
の
後
、
武
帝
の
兄
が
王
（
易
王
）
で
あ
っ
た
江
都
国
の
相
と
な
り
、

横
暴
で
知
ら
れ
た
易
王
に
す
ら
敬
服
さ
れ
た
。
こ
こ
で
董
仲
舒
は
、『
春
秋
』

に
見
え
る
災
異
の
記
事
と
陰
陽
五
行
説
の
知
識
を
使
っ
て
雨
を
自
在
に
降
ら

せ
た
り
止
め
た
り
し
た
と
い
う
。

　
し
か
し
、
再
び
中
央
に
戻
っ
て
中
大
夫
と
な
っ
た
董
仲
舒
は
、
重
大
な
筆

禍
事
件
を
起
こ
す
。
以
前
遼
東
の
高
祖
廟
な
ど
に
火
災
が
あ
っ
た
件
に
つ
い

て
、
彼
は
災
異
説
に
照
ら
し
、
悪
し
き
大
臣
や
諸
侯
王
を
除
か
な
か
っ
た
た

め
に
起
こ
っ
た
こ
と
と
解
釈
し
、
そ
れ
を
上
奏
す
る
草
稿
を
書
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
た
ま
た
ま
董
仲
舒
の
も
と
を
訪
れ
た
主
父
偃
に
見
つ
か
り
、
草
稿
を

持
ち
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
武
帝
が
こ
の
件
に
つ
い
て
儒
者
た
ち
に
議
論
さ

せ
た
と
こ
ろ
、
董
仲
舒
の
弟
子
の
呂
歩
舒
が
師
の
文
と
は
知
ら
ず
に
そ
れ
を

愚
劣
と
酷
評
し
た
た
め
、
董
仲
舒
は
死
罪
の
判
決
を
受
け
る
。
結
局
は
武
帝

の
温
情
で
死
刑
は
免
れ
た
も
の
の
、
こ
れ
以
後
董
仲
舒
は
災
異
に
つ
い
て
二

度
と
口
に
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
そ
の
後
、
今
度
は
武
帝
の
兄
で
残
虐
な
性
格
で
恐
れ
ら
れ
た
膠
西
国
王
の

相
と
さ
れ
る
。
こ
の
人
事
の
背
景
に
は
、
董
仲
舒
に
学
識
で
は
は
る
か
に
及

ば
な
い
も
の
の
武
帝
に
媚
び
へ
つ
ら
う
こ
と
で
位
人
臣
を
極
め
て
い
た
同
じ

春
秋
学
者
の
公
孫
弘
の
差
し
金
が
あ
っ
た
。
意
外
に
も
膠
西
王
は
董
仲
舒
を

手
厚
く
遇
し
て
く
れ
た
が
、
そ
の
座
に
長
く
と
ど
ま
る
こ
と
は
危
険
と
感
じ

た
董
仲
舒
は
ほ
ど
な
く
病
と
称
し
て
辞
職
、
帰
郷
す
る
。

　
そ
の
後
は
官
位
に
就
か
ず
研
究
と
著
述
に
専
念
し
た
が
、
武
帝
は
し
ば
し

ば
董
仲
舒
に
使
者
を
派
遣
し
、
重
要
な
裁
判
の
判
断
を
仰
い
だ
。
董
仲
舒
は

『
春
秋
公
羊
伝
』
に
基
づ
き
常
に
明
快
な
回
答
を
し
た
と
い
う19

。
そ
の
後
、

前
二
世
紀
末
頃
に
故
郷
で
没
し
た
と
さ
れ
る
。

　
次
に
、『
春
秋
繁
露
』
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。『
漢
書
』
董

仲
舒
伝
に
は
以
下
の
よ
う
に
董
仲
舒
の
著
作
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

仲
舒
の
著
す
所
、
皆
経
術
の
意
を
明
ら
か
に
し
、
及
び
上
疏
条
教
す
る

も
の
、凡
そ
百
二
十
三
篇
。而
し
て
春
秋
の
事
の
得
失
を
説
く
も
の
、『
間

挙
』、『
玉
杯
』、『
蕃
露
』、『
清
明
』、『
竹
林
』
の
属
、
復
た
数
十
篇
、

十
余
万
言
、
皆
後
世
に
伝
わ
る
。

　
こ
こ
に
見
え
る
『
蕃
露
』
が
後
に
『
春
秋
繁
露
』
に
な
っ
た
こ
と
は
容
易

に
想
像
さ
れ
る
。
実
際
に
は
現
行
『
春
秋
繁
露
』
の
中
に
「
玉
杯
」「
竹
林
」
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と
い
う
篇
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
く
と
も
『
漢
書
』
が
成
立
し
た
一
世
紀

末
─
二
世
紀
初
以
降
の
ど
こ
か
の
時
期
に
誰
か
の
手
に
よ
っ
て
『
蕃
露
』
と

別
の
著
作
も
含
む
形
で
現
行
の
『
春
秋
繁
露
』
は
で
き
た
も
の
ら
し
い
。「
春

秋
繁
露
十
七
巻
」
と
い
う
今
日
通
用
し
て
い
る
書
名
が
初
め
て
見
え
る
の
は

は
る
か
後
世
の
梁
・
阮
孝
緒
（
四
七
九
年
─
五
三
六
年
）
の
『
七
録
』
で
あ

る
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
は
成
書
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
『
春
秋
繁
露
』
の
成
立
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
る
。

特
に
「
五
行
」
を
篇
名
に
含
む
九
篇
の
う
ち
、
五
行
順
逆
第
六
十
か
ら
五
行

五
時
第
六
十
四
ま
で
の
後
半
五
篇
は
董
仲
舒
の
著
作
で
は
な
い
と
い
う
有
力

な
説
が
あ
る20

た
め
、
本
稿
で
も
考
察
の
対
象
か
ら
は
ず
す
べ
き
か
大
い
に

迷
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
拙
稿
で
の
検
討
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
反
戦

的
言
辞
は
往
々
に
し
て
類
型
的
で
、
よ
ほ
ど
個
別
具
体
的
な
戦
闘
や
歴
史
事

実
と
関
わ
る
も
の
で
な
い
限
り
、
誰
の
い
つ
の
言
か
を
特
定
す
る
の
は
困
難

で
あ
る
し
、
仮
に
後
代
の
加
筆
や
捏
造
が
加
わ
っ
て
い
た
と
し
て
も
そ
れ
が

董
仲
舒
の
意
思
と
全
く
無
関
係
な
も
の
と
断
じ
る
決
め
手
は
な
い
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
一
応
現
行
『
春
秋
繁
露
』
に
見
え
る
反
戦
的
言
辞
は

董
仲
舒
の
意
思
を
幾
分
な
り
と
も
反
映
し
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
議
論
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る21

。

　
　
　
　
四
、『
春
秋
繁
露
』
に
見
え
る
反
戦
的
言
辞

　
こ
こ
で
も
反
戦
的
言
辞
を
取
り
上
げ
る
前
に
、
為
政
者
と
民
衆
と
の
関
係

に
つ
い
て
の
『
春
秋
繁
露
』
の
基
本
姿
勢
を
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。
巻

一
玉
杯
第
二
に
、
以
下
の
よ
う
な
文
が
あ
る
。

春
秋
の
法
、
人
を
以
て
君
に
随
わ
せ
、
君
を
以
て
天
に
随
わ
し
む
（
中

略
）
故
に
民
を
屈
し
て
君
を
伸
ば
し
、
君
を
屈
し
て
天
を
伸
ば
す
は
、

春
秋
の
大
義
な
り
。

　
人
民
を
君
主
に
従
わ
せ
、
君
主
を
天
に
従
わ
せ
る
、
ま
た
、
人
民
を
抑
制

し
て
君
主
を
伸
張
さ
せ
、
君
主
を
抑
制
し
て
天
を
伸
張
さ
せ
る
の
が
春
秋
の

大
義
で
あ
る
、
と
い
う
こ
う
し
た
説
は
、
皇
帝
権
力
が
急
速
に
伸
張
し
た
景

帝
・
武
帝
期
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
そ
の
皇
帝
権
力
は
天
の
意
志
に

沿
っ
て
振
る
わ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
董
仲
舒
の
思
想
を
明
確
に
表
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
天
の
意
志
に
沿
っ
て
皇
帝
が
強
力
な
権
力
を
振
る
っ
て
何

を
す
る
の
か
、
と
言
え
ば
最
終
的
に
は
民
生
の
安
定
や
平
和
の
実
現
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
た
め
に
民
は
ま
ず
皇
帝
に
従
い
、
屈
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
民
衆
は
意
志
を
持
っ
た
り
、
そ
れ
を
主
張
し
た
り

し
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
中
国
の
伝
統
社
会

に
共
通
す
る
民
権
軽
視
の
観
念
が
ほ
の
見
え
て
い
る
。

　
で
は
、
い
よ
い
よ
反
戦
的
言
辞
を
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
は
巻
二
竹
林
第
三

第
一
節
で
あ
る
。
春
秋
時
代
有
数
の
大
戦
で
あ
っ
た
邲ひ

つ

の
戦
い
（
前
五
九
七

年
）
に
つ
い
て
の
董
仲
舒
と
質
問
者
と
の
問
答
が
見
え
て
い
る
。
楚
が
鄭
・

晋
を
撃
破
し
た
こ
の
戦
い
に
つ
い
て
、『
春
秋
』
経
文
や
『
春
秋
公
羊
伝
』
は
、

民
衆
の
苦
し
み
を
慮
っ
て
自
軍
を
退
却
さ
せ
晋
軍
を
追
撃
し
な
か
っ
た
楚
の

荘
王
を
高
く
評
価
し
、楚
を
「
君
子
」、晋
を
「
夷
狄
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

そ
こ
に
疑
問
を
抱
い
た
質
問
者
に
対
し
、
董
仲
舒
は
、

春
秋
に
通
辞
無
し
。
変
に
従
い
て
移
る
。
今
、
晋
、
変
じ
て
夷
狄
と
為

り
、
楚
、
変
じ
て
君
子
と
為
る
、
故
に
其
の
辞
を
移
し
て
以
て
其
の
事

に
従
う
。

と
夷
狄
と
い
え
ど
も
行
い
が
正
し
け
れ
ば
「
君
子
」
と
し
て
扱
い
、
逆
に
中

国
の
諸
侯
と
い
え
ど
も
行
い
が
悪
け
れ
ば
「
夷
狄
」
と
し
て
扱
う
の
が
春
秋
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の
筆
法
で
あ
る
と
答
え
、
荘
王
の
「
民
を
救
わ
ん
と
す
る
の
意
」
を
高
く
評

価
し
、春

秋
の
賢
を
敬
い
民
を
重
ん
じ
る
こ
と
、
是か

く
の
如
し
。
是
の
故
に
戦

攻
侵
伐
、
数
百
た
び
起
こ
る
と
雖
も
、
必
ず
一
二
書
す
る
は
、
其
の
重

ん
ず
る
所
を
害
す
る
を
傷い

た

め
ば
な
り
。

と
す
る
。『
春
秋
』
は
賢
者
を
敬
い
、
民
を
重
ん
じ
る
こ
と
篤
い
が
ゆ
え
に
、

民
を
苦
し
め
な
い
で
は
お
か
な
い
「
戦
攻
侵
伐
」
は
、
ど
れ
だ
け
数
が
多
く

と
も
「
必
ず
一
二
書
す
る
」（
漏
ら
さ
ず
書
き
残
す
、の
意
）
の
だ
、と
い
う
。

　
ま
た
、
春
秋
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
会
盟
に
つ
い
て
は
主
催
し
た
諸
侯

の
名
を
先
に
、
集
め
ら
れ
た
諸
侯
の
名
を
後
に
記
す
こ
と
で
前
者
が
主
、
後

者
が
従
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
に
対
し
、
戦
争
の
記
事
で
は
逆
に
攻
め
ら
れ

た
側
を
先
に
書
き
、
攻
め
た
側
を
後
に
書
く
こ
と
で
後
者
を
非
難
す
る
意
を

示
す
、
と
し
、

　
　
是
れ
其
の
戦
伐
を
悪
む
の
辞
の
み
。

と
『
春
秋
』
の
筆
法
の
反
戦
姿
勢
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
、
凶
年
に
は
古
い

建
物
の
修
築
を
し
な
い
、
と
い
う
春
秋
時
代
の
法
に
も
触
れ
、「
意
は
民
を

苦
し
む
る
こ
と
無
き
に
在
る
の
み
」
と
し
た
う
え
で
、

民
を
苦
し
む
る
こ
と
す
ら
尚
お
之
れ
を
悪
む
、
況
ん
や
民
を
傷
つ
く
る

を
や
。
民
を
傷
つ
く
る
こ
と
す
ら
尚
お
之
れ
を
痛
む
。
況
ん
や
民
を
殺

す
を
や
。

と
し
、
民
を
苦
し
め
る
こ
と
す
ら
非
難
す
る
の
に
、
民
を
殺
傷
す
る
戦
争
を

非
難
し
な
い
わ
け
が
な
い
、
と
た
た
み
か
け
る
。
さ
ら
に
、

民
を
害
す
る
こ
と
の
大
な
る
者
は
、
之
れ
を
悪
む
こ
と
大
な
り
。
今
、

戦
伐
の
民
に
於
け
る
、
其
の
害
を
為
す
こ
と
幾
ば
く
ぞ
。（
中
略
）
則

ち
春
秋
の
悪
む
所
の
者
は
、
徳
に
任
ぜ
ず
し
て
力
に
任
じ
、
民
を
駆
り

て
之
れ
を
残
賊
す
る
も
の
に
し
て
、
其
の
好
む
所
の
者
は
、
設
く
る
も

而
も
用
う
る
こ
と
勿
く
、
仁
義
以
て
之
れ
を
服
す
る
も
の
な
り
。

と
し
、
戦
争
こ
そ
最
も
民
を
苦
し
め
る
害
悪
の
最
た
る
も
の
だ
と
し
つ
こ
い

ほ
ど
に
強
調
し
、『
春
秋
』
が
憎
む
の
は
徳
を
用
い
ず
力
に
頼
り
、
民
を
戦

争
に
駆
り
立
て
て
殺
傷
す
る
こ
と
で
あ
り
、
好
む
の
は
軍
備
は
あ
っ
て
も
そ

れ
に
は
頼
ら
ず
、
仁
義
を
も
っ
て
民
を
従
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
書
き
ぶ
り
を
見
る
限
り
、
董
仲
舒
は
戦
争
を
絶
対
悪
と
み
な
す

「
絶
対
平
和
主
義
」
の
立
場
に
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
ち
ろ

ん
そ
う
で
は
な
い
。

　『
春
秋
』
は
全
て
の
戦
争
を
否
定
的
に
記
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
詐

撃
（
策
略
を
弄
し
た
攻
撃
）
や
喪
中
の
相
手
へ
の
攻
撃
は
非
難
す
る
が
、
偏

戦
（
礼
に
則
っ
た
正
々
堂
々
た
る
戦
争
）
や
復
讐
戦
は
む
し
ろ
評
価
し
て
い

る
。
そ
れ
な
の
に
、な
ぜ
「『
春
秋
』
に
は
正
義
の
戦
い
（
義
戦
）
な
ど
な
い
」

と
言
え
る
の
か
、
と
い
う
論
者
の
反
駁
に
対
し
、
董
仲
舒
は
、「
凶
作
の
さ

い
に
は
畑
に
数
本
の
茎
が
あ
っ
て
も
『
麦
苗
無
し
』
と
表
現
す
る
で
は
な
い

か
。
そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
春
秋
時
代
三
百
年
の
間
に
、
戦
攻
侵
伐
は

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
が
、
復
讐
戦
は
わ
ず
か
二
例
で
あ
る
。
茎
が
数
本

あ
っ
て
も
『
麦
苗
無
し
』
と
言
う
の
と
同
じ
こ
と
で
、『
有
っ
た
』
と
は
言

え
な
い
よ
う
な
状
況
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
『
義
戦
無
し
』
と
言
っ
て
も
い

い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
う
え
で
、

春
秋
の
偏
戦
に
於
け
る
が
若
き
、
其
の
偏
を
善
と
し
、
其
の
戦
を
善
と

せ
ず
。
以
て
其
の
然
る
を
效
す
る
も
の
有
り
。
春
秋
は
人
を
愛
す
。
而

し
て
戦
は
人
を
殺
す
。
君
子
、
奚

な
ん
ぞ

ぞ
其
の
愛
す
る
所
を
殺
す
を
説よ

ろ

善こ

ば

ん
や
。
故
に
春
秋
の
偏
戦
に
於
け
る
や
、
猶
お
其
の
諸
夏
に
於
け
る
が

ご
と
し
。
之
れ
を
魯
に
引
け
ば
、
則
ち
之
れ
を
外
と
謂
い
、
之
れ
を
夷
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狄
に
引
け
ば
、
則
ち
之
れ
を
内
と
謂
う
。
之
れ
を
詐
戦
に
比
ぶ
れ
ば
、

則
ち
之
れ
を
義
と
謂
い
、
之
れ
を
不
戦
に
比
ぶ
れ
ば
、
則
ち
之
れ
を
不

義
と
謂
う
。（
中
略
）
戦
は
戦
わ
ざ
る
に
如
か
ず
。
然
而
れ
ど
も
、
所い

わ

謂ゆ
る

善
戦
有
り
。
不
義
の
中
に
義
有
り
、
義
の
中
に
不
義
有
り
。

と
主
張
す
る
。『
春
秋
』
は
礼
に
か
な
っ
た
偏
戦
を
「
善
」
と
評
価
す
る
が
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
礼
に
か
な
っ
て
正
々
堂
々
と
し
て
い
る
点
を
「
善
」
と
す

る
だ
け
で
あ
り
、
戦
争
そ
の
も
の
を
「
善
」
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

君
子
が
書
き
残
し
た
『
春
秋
』
は
、
何
よ
り
民
を
愛
し
て
い
る
。
し
か
し
戦

争
は
、
そ
の
民
を
殺
す
。
君
子
が
、
自
分
の
愛
す
る
民
を
殺
す
戦
争
を
喜
ぶ

は
ず
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
戦
争
を
否
定
し
つ
つ
も
そ
れ
を
善
悪
に
分
け
る
の

は
、
ち
ょ
う
ど
『
春
秋
』
に
見
え
る
「
諸
夏
」（
中
国
の
文
化
・
価
値
観
を

共
有
す
る
諸
侯
国
）
と
魯
の
関
係
の
示
し
方
に
似
て
い
る
。
魯
の
国
史
で
あ

る
『
春
秋
』
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
魯
は
常
に
「
内
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
置

す
る
諸
夏
は
「
外
」
に
な
る
が
、
夷
狄
と
対
置
し
た
場
合
は
諸
夏
も
魯
と
同

じ
「
内
」
に
な
る
。
同
じ
よ
う
に
、
偏
戦
を
詐
戦
と
比
べ
れ
ば
正
義
の
戦
い

と
な
る
が
、
戦
を
し
な
い
こ
と
と
比
べ
れ
ば
不
義
と
な
る
の
だ
。

　
巧
み
な
行
論
で
は
あ
る
。「
春
秋
は
人
を
愛
す
」
と
力
説
す
る
董
仲
舒
自

身
も
、
恐
ら
く
は
真
摯
に
そ
う
思
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
礼
に

か
な
っ
た
正
々
堂
々
た
る
偏
戦
（
そ
れ
は
ま
さ
し
く
孟
子
や
荀
子
が
全
力
で

擁
護
し
た
、
聖
王
・
仁
君
が
不
義
を
討
つ
戦
争
で
あ
る
）
は
、
や
む
を
得
な

い
必
要
悪
と
し
て
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
が
、「
塩
鉄
会
議
」

に
お
い
て
賢
良
・
文
学
が
主
張
し
た
「
絶
対
平
和
主
義
」
か
ら
は
遠
く
離
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
続
く
竹
林
第
二
節
は
、『
韓
詩
外
伝
』
に
も
見
え
た
楚
と
宋
の
和
平
（
前

五
九
二
年
）
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
。
楚
の
司
馬
子
反
が
、
攻
囲
戦
で

飢
餓
に
陥
っ
た
宋
の
惨
状
を
華
元
か
ら
訴
え
ら
れ
て
衝
撃
を
受
け
、
独
断
で

宋
と
和
平
を
結
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
越
権
行
為
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て

君
主
以
上
の
名
声
を
得
た
こ
と
の
是
非
を
質
問
者
が
問
う
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
董
仲
舒
は
、

其
の
惨さ

ん

怛だ
つ

の
恩
有
る
が
為
に
、
一
国
の
民
を
餓
え
し
め
、
之
れ
を
し
て

相あ
い

食
ま
し
む
る
に
忍
び
ず
。
恩
を
推
す
者
は
之
れ
を
遠
く
に
し
て
大
為た

り
、
仁
を
為
す
者
は
自
然
に
し
て
美
為
り
。
今
、
子
反
、
己
の
心
よ
り

出
で
、
宋
の
民
を
矜

あ
わ
れ

み
、
其
の
間
を
計
る
無
し
。
故
に
之
れ
を
大
と
す

る
な
り
。

と
し
、子
反
に
は
「
惨
怛
の
恩
」（
悲
惨
な
状
態
に
あ
る
庶
民
を
憐
れ
む
恩
情
）

が
あ
っ
た
た
め
に
、
宋
の
民
を
飢
餓
に
追
い
込
み
、
お
互
い
を
食
ら
い
あ
わ

せ
て
い
る
こ
と
が
忍
び
難
か
っ
た
の
だ
、
恩
を
遠
く
他
国
に
ま
で
及
ぼ
す
の

は
偉
大
な
こ
と
で
あ
る
し
、
仁
を
自
然
に
実
践
で
き
る
の
は
美
し
い
こ
と
で

あ
る
。
子
反
の
行
動
は
宋
の
民
を
憐
れ
む
心
情
の
率
直
な
表
れ
で
あ
り
、
後

先
を
考
え
る
余
裕
な
ど
な
か
っ
た
の
だ
。
だ
か
ら
『
春
秋
』
は
子
反
を
高
く

評
価
す
る
の
だ
、
と
唱
え
、
そ
の
後
も
縷
々
子
反
を
擁
護
す
る
言
辞
を
重
ね

て
い
る
。

　『
韓
詩
外
伝
』
は
専
ら
宋
の
華
元
の
み
を
称
え
、『
春
秋
繁
露
』
は
反
対
に

楚
の
子
反
の
み
を
称
え
て
い
る
点
は
面
白
い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ

の
記
事
が
消
極
的
な
反
戦
的
言
辞
に
と
ど
ま
り
、「
絶
対
平
和
主
義
」
を
主

張
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
次
に
、巻
六
服
制
像
第
十
四
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
董
仲
舒
は
、

天
地
の
万
物
を
生
ず
る
や
、
以
て
人
を
養
う
な
り
。
故
に
其
の
適
す
可

き
者
は
以
て
身
体
を
養
い
、
其
の
威
す
可
き
者
は
以
て
容
服
と
為
す
。

礼
の
興
る
所ゆ

え

ん為
な
り
。



14

中国古代儒家文献に見る反戦思想 ⑺〈論文〉

と
し
、「
容
服
」（
服
装
）
を
礼
の
端
緒
と
見
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

剣
の
左
に
在
る
、
青
龍
の
象
な
り
。
刀
の
右
に
在
る
、
白
虎
の
象
な
り
。

韍ふ
つ

の
前
に
在
る
、
赤
鳥
の
象
な
り
。
冠
の
首
に
在
る
、
玄
武
の
象
な
り
。

四
者
は
、
人
の
盛
飾
な
り
。

と
し
、
四
神22

を
示
す
い
で
立
ち
を
「
人
の
盛
飾
な
り
」
と
し
て
そ
の
重
要
性

を
強
調
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

蓋
し
玄
武
は
貌
の
最
も
厳
に
し
て
威
有
る
者
な
り
。其
の
像
後
に
在
り
。

其
の
服
は
反
っ
て
首
に
居
り
、武
の
至
り
に
し
て
而
も
害
せ
ざ
る
な
り
。

と
し
、
青
龍
・
白
虎
・
赤
鳥
が
そ
れ
ぞ
れ
剣
・
刀
・
韍
（
ひ
ざ
お
お
い
）
と

い
っ
た
武
具
そ
の
も
の
で
表
象
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
最
も
武
威
を
象
徴

す
る
玄
武
が
人
を
害
す
る
イ
メ
ー
ジ
か
ら
最
も
遠
い
「
冠
」
で
表
象
さ
れ
て

い
る
点
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

夫
れ
、
介
冑
を
執
り
て
而
る
後
に
能
く
敵
を
拒
ぐ
者
は
、
故
よ
り
聖
人

の
貴
ぶ
所
に
非
ざ
る
な
り
。
君
子
、
之
れ
を
服
に
顕
わ
し
て
、
勇
武
の

者
、
其
の
志
を
貌
に
消
さ
ん
。
故
に
文
徳
を
貴
し
と
為
し
、
威
武
を
下

と
為
す
。
此
れ
天
下
の
永
く
全
き
所
以
な
り
。（
中
略
）
故
に
武
王
、

殷
に
克
ち
、
裨ひ

冕べ
ん

し
て
笏

し
ゃ
く

を
搢

さ
し
は
さむ

。
虎
賁
の
士
、
剣
を
説
ぶ
も
、
安い

ず

く

に
か
在
り
て
勇
猛
に
し
て
必
ず
武
殺
に
在
り
て
然
る
後
に
威
あ
ら
ん

や
。
是
を
以
て
君
子
の
服
す
る
所
を
上
と
為
す
。
故
に
之
れ
に
望
み
て

儼
然
た
る
者
、
亦
已

は
な
は

だ
至
れ
り
。
豈
に
察
せ
ざ
る
可
け
ん
や
。

と
す
る
。
大
意
は
以
下
の
通
り
。
そ
も
そ
も
聖
人
は
武
装
し
な
け
れ
ば
敵
を

防
げ
な
い
状
況
を
良
し
と
し
な
い
。
武
装
な
ど
し
な
く
と
も
、
君
子
は
服
飾

に
よ
る
威
圧
に
よ
っ
て
武
力
に
頼
る
も
の
を
圧
倒
で
き
る
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
文
徳
を
貴
び
武
威
を
卑
し
む
こ
と
こ
そ
が
天
下
の
平
和
を
長
く
保
つ
秘

訣
な
の
だ
。
だ
か
ら
周
の
武
王
は
殷
を
滅
ぼ
す
と
武
具
を
外
し
、
平
時
の
正

装
に
着
替
え
、
帯
に
は
剣
や
刀
で
は
な
く
笏
を
挟
ん
だ
。
勇
猛
の
戦
士
が
ど

れ
ほ
ど
剣
に
覚
え
が
あ
っ
て
も
、
殺
戮
に
よ
っ
て
威
厳
が
生
じ
る
は
ず
は
な

い
。
だ
か
ら
君
子
が
神
獣
を
表
象
し
た
衣
装
で
威
武
を
示
す
こ
と
が
大
事
な

の
だ
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
い
か
に
も
礼
儀
・
服
装
に
う
る
さ
い
儒
家
な

ら
で
は
の
議
論
だ
が
、
こ
れ
も
婉
曲
的
な
形
で
の
反
戦
的
言
辞
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　
続
い
て
巻
六
立
元
神
第
十
九
第
一
節
を
見
よ
う
。
こ
こ
で
董
仲
舒
は
、「
君

人
」
こ
そ
国
の
基
で
あ
る
こ
と
を
縷
々
述
べ
た
の
ち
、
以
下
の
よ
う
に
説
い

て
い
る
。

明
主
賢
君
は
、
必
ず
其
の
信
に
於
て
す
。
是
の
故
に
三
本
を
粛
慎
す
。

郊
祀
に
は
敬
を
致
し
、
共

う
や
う
やし

く
祖そ

禰で
い

に
事
へ
、
挙
げ
て
孝
悌
を
顕
ら
か

に
し
、
孝
行
を
表
異
す
る
は
、
天
本
を
奉
ず
る
所ゆ

え

ん以
な
り
。
耒す

き

を
秉と

り

躬
ら
耕
し
、
桑
を
採
り
親
ら
蠶さ

ん

し
、
草
を
墾ひ

ら

き
穀
を
殖う

え
、
開
闢
し
て

以
て
衣
食
を
足
ら
す
は
、
地
の
本
を
奉
ず
る
所
以
な
り
。
辟へ

き

廱よ
う

・
庠

し
ょ
う
じ
ょ序

を
立
て
、
孝
悌
敬
讓
を
修
め
、
明
ら
か
に
す
る
に
教
化
を
以
て
し
、
感

ぜ
し
む
る
に
礼
楽
を
以
て
す
る
は
、
人
の
本
を
奉
ず
る
所
以
な
り
。
三

者
皆
奉
ず
れ
ば
、
則
ち
民
は
子
弟
の
如
く
、
敢
て
自
ら
専
ら
に
せ
ず
、

君
は
父
母
の
如
く
、
恩
を
待
た
ず
し
て
愛
し
、
厳
を
須ま

た
ず
し
て
使
し
、

野
居
露
宿
す
と
雖
も
、
宮
事
室
よ
り
厚
し
。
是か

く
の
如
き
者
は
、
其
の

君
、
枕
を
安
ん
じ
て
臥
し
、
之
れ
を
助
く
る
莫
く
し
て
自
ら
強
く
、
之

れ
を
綏や

す

ん
ず
る
莫
く
し
て
自
ら
安
し
。
是
れ
自
然
の
賞
と
謂
う
。

　
明
主
賢
君
は
、
天
地
人
の
三
つ
の
根
本
を
大
事
に
す
る
。
祖
霊
を
大
切
に

祀
り
、
孝
心
の
篤
い
者
を
顕
彰
す
る
の
は
天
を
奉
じ
る
手
段
で
あ
り
、
自
ら

農
耕
・
養
蚕
に
従
事
し
、
耕
地
を
広
げ
て
衣
食
を
足
ら
す
の
は
地
を
奉
じ
る

手
段
で
あ
り
、
学
校
（
辟
雍
・
庠
序
）
を
設
け
て
孝
悌
や
敬
譲
や
礼
楽
を
教
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え
、
徳
の
教
化
に
努
め
る
の
は
人
を
奉
じ
る
手
段
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
を
行

え
ば
、
民
は
君
主
を
父
母
と
慕
う
子
弟
の
よ
う
に
懐
い
て
身
勝
手
を
し
な
く

な
り
、
恩
恵
を
得
る
前
に
君
主
を
愛
し
、
強
制
し
な
く
て
も
徭
役
に
従
事
し
、

君
主
が
野
宿
野
営
し
て
も
宮
殿
に
居
る
以
上
の
快
適
さ
を
民
が
与
え
て
く
れ

る
。
こ
う
な
れ
ば
、
君
主
は
枕
を
高
く
し
て
寝
ら
れ
、
他
か
ら
の
援
助
が
な

く
て
も
国
は
強
国
と
な
り
、他
国
か
ら
守
ら
れ
な
く
て
も
国
は
安
全
と
な
る
。

こ
れ
を
「
自
然
の
賞
」
と
言
う
。

　
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
政
治
の
要
諦
と
し
て
挙
げ
た
三
つ
の
中
に
軍

事
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
孔
子
は
『
論
語
』
顔
淵
篇
に
お
い
て
、

政
治
の
要
諦
と
し
て
食
・
兵
・
信
を
挙
げ
て
い
る23

。
だ
が
、
董
仲
舒
は
兵
（
軍

事
）
を
挙
げ
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
董
仲
舒
の
「
絶
対
平
和
主
義
」
へ
の

接
近
を
示
す
例
と
し
て
特
筆
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
董
仲
舒
は
続
け
る
。

自
然
の
賞
至
れ
ば
、
退
譲
し
て
国
を
委
ね
て
去
る
と
雖
も
、
百
姓
其
の

子
を
襁き

ょ

負う
ふ

し
て
随
い
て
之
れ
を
君
と
し
、
君
も
亦
離
る
る
を
得
ざ
る
な

り
。
故
に
徳
を
以
て
国
を
為
む
る
者
は
、
飴
・
蜜
よ
り
甘
く
、
膠

に
か
わ

・
漆

う
る
し

よ
り
固
し
。是
を
以
て
聖
賢
勉
め
て
本
を
崇
び
て
敢
て
失
わ
ざ
る
な
り
。

　
つ
ま
り
、「
自
然
の
賞
」
を
得
ら
れ
れ
ば
、
仮
に
君
主
が
国
を
他
人
に
委

ね
て
去
っ
た
と
し
て
も
、
人
民
は
そ
の
子
供
を
背
負
い
な
が
ら
付
き
従
っ
て

ど
こ
ま
で
も
彼
を
君
主
と
頂
き
、
君
主
も
ま
た
人
民
を
信
頼
し
て
離
れ
ら
れ

な
い
こ
と
を
知
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
君
主
が
徳
に
よ
っ
て
治
め
る
国
は
、

民
に
と
っ
て
は
飴
や
蜜
の
よ
う
に
甘
く
、
民
と
君
主
の
関
係
は
膠
や
漆
よ
り

強
固
に
な
る
。
だ
か
ら
聖
賢
は
根
本
を
尊
ぶ
の
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、『
詩
経
』
大
雅
・
緜
や
『
孟
子
』
梁
恵
王

章
句
下
に
見
え
た
古
公
亶
父
の
逸
話
で
あ
る24

。
狄
か
ら
の
圧
迫
に
屈
し
、
戦

わ
ず
し
て
去
っ
た
古
公
亶
父
に
民
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
付
き
従
っ
た
と
い
う
逸
話

は
、
結
果
的
に
肥
沃
な
周
原
に
新
天
地
を
得
た
、
と
い
う
形
で
「
絶
対
平
和

主
義
」
の
正
し
さ
を
保
証
す
る
重
要
な
論
拠
と
な
っ
て
い
る
。
董
仲
舒
が
こ

の
逸
話
を
思
い
出
さ
せ
る
主
張
を
し
て
い
る
点
か
ら
は
、
彼
が
「
絶
対
平
和

主
義
」
に
傾
斜
す
る
心
情
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
し
か
し
反
面
、

古
公
亶
父
の
名
を
出
し
て
い
な
い
点
、
外
敵
の
圧
迫
と
い
う
「
退
譲
し
て
国

を
委
ね
て
去
る
」
原
因
を
明
示
し
て
い
な
い
点
か
ら
は
、「
絶
対
平
和
主
義
」

を
堂
々
と
主
張
す
る
こ
と
へ
の
躊
躇
も
感
じ
取
れ
る
。

　
あ
る
い
は
、そ
の
躊
躇
を
払
し
ょ
く
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
語
句
が「
自

然
の
賞
」
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
自
然
の
賞
」
と
は
、
要
す
る
に
人

為
を
越
え
た
「
天
祐
」
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
軍
事
に
頼
ら
ず
、
徳
政
に
努
め

て
い
れ
ば
「
天
祐
」
が
得
ら
れ
る
、
と
い
う
発
想
は
、
逆
の
こ
と
を
す
れ
ば

天
の
譴
責
を
受
け
る
、
と
い
う
災
異
説
に
直
結
す
る
。
こ
の
理
解
が
正
し
け

れ
ば
、
董
仲
舒
の
天
人
相
関
説
・
災
異
説
に
は
、
反
戦
思
想
や
「
絶
対
平
和

主
義
」
も
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
巻
八
必
仁
且
智
第
三
十
第
二
節
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
直
前
の
巻

十
仁
義
法
第
二
九
に
お
い
て
、「
仁
」
は
他
者
に
及
ぼ
す
も
の
、「
義
」
は
自

身
を
振
り
返
り
自
身
の
正
義
を
保
つ
も
の
、
と
説
明25

し
た
う
え
で
、
こ
こ
で

は
改
め
て
仁
の
意
味
を
説
い
て
い
る
。

何
を
か
仁
と
謂
う
。
仁
は
、
憯さ

ん

怛だ
つ

に
し
て
人
を
愛
し
、
謹

き
ん
き
ゅ
う

翕
し
て
争
わ

ず
、
好
悪
、
倫
に
敦
く
、
傷
悪
の
心
無
く
、
隠
忌
の
志
無
く
、
嫉
妒
の

気
無
く
、
感
愁
の
欲
無
く
、
険け

ん

詖ぴ

の
事
無
く
、
辟
違
の
行
い
無
し
。
故

に
其
の
心
、
舒

ゆ
る
や

か
に
し
て
、
其
の
志
、
平
ら
ぎ
、
其
の
気
、
和
ら
ぎ
、

其
の
欲
、
節
あ
り
、
其
の
事
、
易
く
、
其
の
行
い
、
道
あ
り
。
故
に
能

く
平
易
和
理
に
し
て
争
う
無
き
な
り
。
此
く
の
如
き
者
は
、
之
れ
を
仁
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と
謂
う
。

　「
仁
」
と
は
、
他
人
の
不
幸
を
悲
し
み
痛
ん
で
そ
の
人
を
い
つ
く
し
み
、

慎
み
深
く
人
と
和
合
し
て
争
わ
ず
、
好
悪
の
感
情
に
拘
泥
せ
ず
人
間
関
係
を

大
事
に
し
、
他
人
を
傷
つ
け
憎
む
心
が
な
く
、
隠
し
事
や
秘
密
が
な
く
、
嫉

妬
心
が
な
く
、
憂
鬱
に
浸
る
欲
望
も
な
く
、
邪
悪
な
仕
事
に
関
わ
ら
ず
、
罪

深
く
非
道
な
行
為
も
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
り
心
は
闊
達
、
志
は

平
穏
、
気
は
調
和
し
、
欲
望
に
節
度
が
あ
り
、
仕
事
は
順
調
で
、
そ
の
行
動

は
道
に
か
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
平
穏
で
、
親
し
み
易
く
、
調
和
し
、

道
理
に
か
な
い
、
争
い
が
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
を
「
仁
」
と
呼
ぶ
の
で
あ

る
。
以
上
が
董
仲
舒
の
「
仁
」
の
理
解
と
な
る
。

　
こ
こ
に
は
直
接
的
・
具
体
的
な
反
戦
的
言
辞
は
見
え
な
い
が
、「
仁
」
と

は
最
終
的
に
は
「
争
う
無
き
」
こ
と
で
あ
る
、
と
読
め
る
こ
と
か
ら
、
理
念

的
・
抽
象
的
で
は
あ
る
が
「
絶
対
平
和
主
義
」
に
向
か
う
意
識
を
汲
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
次
に
、
巻
十
三
五
行
順
逆
第
六
十
第
四
節
を
見
て
み
よ
う26

。
冒
頭
で
「
金

は
秋
な
り
。
殺
気
の
始
め
な
り
」
と
し
、
五
行
説
で
言
う
「
金
」
の
徳
が
秋

に
対
応
し
、秋
が
古
来
刑
罰
や
戦
争
が
行
わ
れ
る
季
節
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

時
宜
に
か
な
い
正
義
に
も
と
ら
な
い
刑
罰
や
戦
争
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
是
認

し
な
が
ら
も
、
後
半
に
お
い
て
、

如も

し
人
君
、
戦
を
好
み
、
諸
侯
を
侵
陵
し
、
城
邑
の
賂

ま
い
な
いを

貪
り
、
百
姓

の
命
を
軽
ん
ず
れ
ば
、
則
ち
民
、
喉
の
咳が

い

嗽そ
う

、
筋
の
攣

ひ
き
つ
り、

鼻び
き

鼽ゅ
う

の
塞
を

病
む
。（
後
略
）

と
し
、
君
主
が
戦
争
好
き
で
妄
り
に
諸
侯
を
侵
略
し
、
城
邑
か
ら
の
賄
賂
を

貪
り
、
民
の
生
命
を
軽
ん
じ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
民
に
は
喉
の
咳せ

き

、
筋
肉
の

痙
攣
、
鼻
づ
ま
り
の
病
が
広
が
る
、
と
す
る
。
こ
れ
も
婉
曲
的
な
形
で
の
反

戦
的
言
辞
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
金
徳
に
か
な
っ
た
戦
争
は
否
定
し
て
い

な
い
の
で
、「
絶
対
平
和
主
義
」
の
主
張
か
ら
は
遠
い
。

　
続
い
て
、
巻
十
四
五
行
変
救
第
六
三
に
つ
い
て27

。
前
節
は
君
主
が
五
行
の

徳
に
反
す
る
行
為
を
す
る
ケ
ー
ス
だ
っ
た
が
、
今
度
は
五
行
の
徳
自
体
に
異

変
が
生
じ
た
場
合
を
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
冒
頭
で
、

五
行
の
変
至
れ
ば
、
当
に
之
れ
を
救
う
に
徳
を
以
て
す
べ
し
。
之
れ
を

天
下
に
施
せ
ば
、
則
ち
咎と

が

除
か
る
。
救
う
に
徳
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
、
三

年
を
出
で
ず
し
て
、
天
、
当
に
石
を
雨ふ

ら
す
べ
し
。

と
し
、
五
行
の
循
環
に
異
変
が
生
じ
た
場
合
は
徳
政
を
行
っ
て
災
異
を
免
れ

る
し
か
方
法
が
な
く
、
徳
政
を
行
わ
な
け
れ
ば
三
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
天

が
石
（
隕
石
？
）
を
降
ら
す
で
あ
ろ
う
、
と
警
告
す
る
。
正
面
か
ら
の
災
異

説
の
主
張
で
あ
る
。
そ
し
て
、
木
・
火
・
土
・
金
・
水
の
徳
に
異
変
が
生
じ

た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
災
異
が
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
徳
政
を
施
せ
ば
よ
い

か
を
述
べ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
刑
罰
・
戦
争
に
関
わ
る
金
の
異
変
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

金
に
変
有
れ
ば
、
畢ひ

つ

・
昴ぼ

う

、
回
を
為
し
、
三
覆
す
れ
ば
、
武
有
っ
て
兵

多
し
。
此
れ
義
を
棄
て
財
を
貪
り
、
民
の
命
を
軽
ん
じ
、
貨
賂
を
重
ん

じ
、
百
姓
利
に
趣
き
、
姦
軌
多
け
れ
ば
な
り
。
之
れ
を
救
う
者
は
、
廉

潔
を
挙
げ
、
正
直
を
立
て
、
武
を
隠
し
文
を
行
い
、
甲
械
を
束
ぬ
。

　
金
に
異
変
が
あ
る
時
は
、
畢
星
（「
あ
め
ふ
り
」、
ヒ
ア
デ
ス
星
団
）
や
昴

星
（「
す
ば
る
」、
プ
レ
ア
デ
ス
星
団
）
が
迷
走
し
、
そ
れ
が
三
度
反
復
す
る

と
武
事
が
起
こ
り
、
戦
乱
が
増
え
る
。
こ
れ
は
君
主
が
義
を
捨
て
て
私
財
を

貪
り
、
民
の
生
命
を
軽
視
し
、
財
貨
を
重
ん
じ
た
た
め
に
、
民
衆
が
私
利
に

走
り
、
悪
行
が
多
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
を
救
う
に
は
、
清
廉
潔
白
の

士
を
登
用
し
、
正
直
な
人
を
抜
擢
し
、
武
器
を
し
ま
っ
て
文
事
を
盛
ん
に
し
、
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甲
冑
や
戦
争
用
の
機
械
類
を
縛
っ
て
お
く
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
五
行
の
金
徳
の
異
変
も
理
由
な
く
起
こ
る
わ
け
で
は
な
く
、
君

主
が
正
義
を
忘
れ
て
私
利
私
欲
を
追
求
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
ず
る
の
で
あ

り
、
そ
れ
を
改
め
る
に
は
徳
政
を
敷
く
以
外
な
く
、
そ
の
中
に
武
器
武
具
類

を
蔵
匿
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
、と
い
う
の
で
あ
る
。
極
力
武
事
を
控
え
ろ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、「
絶
対
平
和
主
義
」
で
は
な
い
に
せ
よ
、
こ
れ

も
十
分
反
戦
的
言
辞
に
含
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
以
上
で
『
春
秋
繁
露
』
に
見
え
る
反
戦
的
言
辞
は
ほ
ぼ
尽
き
る
。
元
来
が

拙
稿
Ｄ
で
検
討
済
み
の
『
春
秋
』
及
び
『
春
秋
公
羊
伝
』
の
解
説
書
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
書
独
自
の
目
新
し
い
事
例
や
言
辞
に
は
乏
し
い
。
巻
六
以
降
に

は
董
仲
舒
な
ら
で
は
の
五
行
解
釈
や
災
異
説
に
基
づ
く
独
自
の
所
説
が
展
開

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
「
五
行
」
を
篇
題

に
含
む
諸
篇
に
つ
い
て
は
後
人
の
竄
入
と
疑
わ
れ
る
部
分
も
多
く
、
取
り
扱

い
に
は
慎
重
を
要
す
る
。本
稿
で
は
全
て
董
仲
舒
の
所
説
と
見
な
し
て
抽
出
・

検
討
し
た
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
「
塩
鉄
会
議
」
で
賢
良
・
文
学
が
展
開
し
た

「
絶
対
平
和
主
義
」の
主
張
に
直
接
関
わ
る
よ
う
な
言
辞
は
見
い
出
せ
な
か
っ

た28

。
　
な
お
、
最
後
に
記
憶
に
留
め
て
お
く
べ
き
一
句
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
そ

れ
は
、
巻
四
王
道
第
六
第
一
節
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
上
古
の
聖
王
で
あ

る
三
王
・
五
帝
が
理
想
的
な
徳
政
を
行
っ
て
い
た
時
代
に
は
、
民
が
満
ち
足

り
た
生
活
を
し
、
他
人
を
怨
む
こ
と
も
な
く
、
富
貴
を
う
ら
や
む
こ
と
も
な

く
、
罪
を
犯
す
こ
と
も
な
い
、
と
儒
家
文
献
に
お
な
じ
み
の
表
現
を
並
べ
た

後
、

　
　
父
は
子
に
哭こ

く

さ
ず
、
兄
は
弟
に
哭
さ
ず
。

と
記
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
本
稿
第
二
節
末
尾
で
見
た
『
韓
詩
外
伝
』
巻
三
第
十
章

と
同
じ
文
で
あ
り
、『
新
書
』
所
引
の
髪
子
の
言
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。

理
想
政
治
の
究
極
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
親
が
子
に
先
立
た
れ
、
兄
が
弟
に
先

立
た
れ
て
泣
く
こ
と
の
な
い
世
界
の
実
現
で
あ
る
、
と
す
る
こ
の
観
念
は
、

戦
争
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
、
事
故
、
犯
罪
、
疾
病
も
最
小

化
さ
れ
、誰
も
が
天
寿
を
全
う
で
き
る
世
界
を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

ま
さ
し
く
「
絶
対
平
和
主
義
」
を
率
直
に
主
張
す
る
表
現
そ
の
も
の
と
言
え

る
。
あ
た
か
も
昨
今
に
わ
か
に
喧
伝
さ
れ
て
い
る「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」

（S
D
G
s

）
を
彷
彿
と
さ
せ
る
が
、
こ
う
し
た
表
現
が
見
ら
れ
る
の
が
管
見

に
よ
る
限
り
前
漢
中
期
以
前
に
書
か
れ
た
『
新
書
』『
韓
詩
外
伝
』『
春
秋
繁

露
』
の
三
書
だ
け
で
あ
る
点
は
興
味
深
い
。
そ
れ
は
、
前
後
の
時
代
に
比
較

す
れ
ば
政
治
も
民
生
も
ま
ず
ま
ず
安
定
し
、
人
々
が
素
朴
な
理
想
論
を
楽
観

的
に
唱
え
る
こ
と
が
で
き
た
時
代
の
相
を
表
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
お
わ
り
に

　
以
上
の
内
容
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。『
韓
詩
外
伝
』
は
孟
子
・
荀
子
の
思

想
に
加
え
、
戦
国
末
期
か
ら
前
漢
初
期
に
流
行
し
た
黄
老
道
家
・
雑
家
の
思

想
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
皇
帝
が
専
制
支
配
を
行
う
の
で
は
な
く
、
官
僚
機

構
を
信
頼
し
て
無
為
の
政
治
を
行
う
こ
と
を
理
想
と
し
た
。
そ
こ
に
見
え
る

反
戦
的
言
辞
か
ら
は
「
絶
対
平
和
主
義
」
を
追
求
す
る
強
い
意
識
は
感
じ
ら

れ
な
い
が
、
魯
の
監
門
の
女
・
嬰
の
逸
話
で
庶
民
の
厭
戦
意
識
を
、
ま
た
孔

子
と
弟
子
た
ち
の
問
答
で
顔
回
の
軍
事
軽
視
・
民
生
尊
重
の
姿
勢
を
直
截
に

表
現
し
て
い
る
点
に
は
本
書
の
独
自
性
が
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
比
較
的
平

和
で
穏
や
か
な
時
代
で
あ
っ
た
前
漢
前
期
の
社
会
相
を
反
映
し
た
素
朴
で
穏
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健
な
平
和
主
義
の
発
露
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。

　
一
方
、
韓
嬰
よ
り
や
や
遅
れ
、
多
事
多
難
な
武
帝
の
時
代
を
生
き
た
董
仲

舒
が
残
し
た
『
春
秋
繁
露
』
も
、礼
に
則
り
正
々
堂
々
と
行
わ
れ
る
「
偏
戦
」

は
肯
定
す
る
な
ど
「
絶
対
平
和
主
義
」
か
ら
は
遠
い
姿
勢
を
見
せ
る
一
方
、

軍
備
に
代
え
て
服
飾
に
よ
る
威
圧
を
唱
え
た
り
、政
治
の
要
諦
と
し
て
祭
祀
・

殖
産
・
教
育
を
挙
げ
て
軍
事
を
挙
げ
な
い
な
ど
、「
絶
対
平
和
主
義
」
へ
の

傾
斜
を
感
じ
さ
せ
る
言
辞
も
見
ら
れ
る
。
特
に
「
絶
対
平
和
主
義
」
に
近
い

徳
政
の
徹
底
か
ら
得
ら
れ
る
「
自
然
の
賞
」
と
い
う
概
念
が
董
仲
舒
に
よ
る

天
人
相
関
説
・
災
異
説
の
確
立
に
影
響
し
た
と
推
察
さ
れ
る
点
は
、
天
人
相

関
説
・
災
異
説
が
そ
の
後
次
第
に
皇
帝
権
力
の
制
御
を
志
向
す
る
こ
と
に

な
っ
た
事
実
と
考
え
合
わ
せ
る
と
非
常
に
興
味
深
い
。
し
か
し
、「
絶
対
平

和
主
義
」
と
天
人
相
関
説
・
災
異
説
と
の
関
わ
り
の
詳
細
な
分
析
は
今
後
の

課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
た
、『
韓
詩
外
伝
』『
春
秋
繁
露
』
の
両
方
に
賈
誼
『
新
書
』
所
引
髪
子

の
言
と
同
義
の
「
父
不
哭
子
、
兄
不
哭
弟
」
と
い
う
句
が
見
え
る
点
に
も
注

目
さ
れ
る
。
全
て
の
人
に
天
寿
を
全
う
さ
せ
る
政
治
こ
そ
究
極
の
理
想
と
す

る
、「
絶
対
平
和
主
義
」
に
通
底
す
る
こ
の
概
念
が
こ
の
三
書
に
し
か
見
え

な
い
と
い
う
点
か
ら
も
、
前
漢
前
期
の
時
代
相
が
明
ら
か
に
感
じ
取
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

注１ 

以
下
の
拙
稿
は
煩
を
避
け
る
た
め
に
本
文
中
で
Ａ
～
Ｆ
の
符
号
で
示
す
。

Ａ
「
中
国
古
代
儒
家
文
献
に
見
る
反
戦
思
想
（
１
）
─
『
易
経
』『
書
経
』

『
礼
記
』『
論
語
』
─
」

（『
常
葉
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
三
六
、
二
〇
一
六
年
）

Ｂ
「
中
国
古
代
儒
家
文
献
に
見
る
反
戦
思
想
（
２
）
─
『
儀
礼
』『
大
戴

礼
記
』『
周
礼
』『
詩
経
』
─
」

（『
常
葉
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
三
七
、
二
〇
一
七
年
）

Ｃ
「
中
国
古
代
儒
家
文
献
に
見
る
反
戦
思
想
（
３
）
─
『
孟
子
』『
荀
子
』

─
」 

（『
常
葉
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
三
八
、
二
〇
一
七
年
）

Ｄ
「
中
国
古
代
儒
家
文
献
に
見
る
反
戦
思
想
（
４
）
─
『
春
秋
公
羊
伝
』『
春

秋
穀
梁
伝
』『
春
秋
左
氏
伝
』
─
」

（『
常
葉
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
三
九
、
二
〇
一
九
年
）

Ｅ
「
中
国
古
代
儒
家
文
献
に
見
る
反
戦
思
想
（
５
）
─
『
新
語
』『
新
書
』

─
」 

（『
常
葉
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
四
〇
、
二
〇
二
〇
年
）

Ｆ
「「
中
国
古
代
儒
家
文
献
に
見
る
反
戦
思
想
（
６
）
─
『
孝
経
』『
国
語
』

─
」 

（『
常
葉
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
四
一
、
二
〇
二
一
年
）

２ 

拙
稿
「『
塩
鉄
論
』
に
見
る
反
戦
思
想
」（『
常
葉
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

三
五
、
二
〇
一
五
年
）。

３ 

「
武
帝
時
、
嬰
嘗
与
董
仲
舒
論
於
上
前
、
其
人
精
悍
、
処
事
分
明
、
仲
舒

不
能
難
也
」（『
漢
書
』
儒
林
伝
）。

４ 

こ
の
よ
う
な
書
籍
を
残
し
た
目
的
に
つ
い
て
、
韓
嬰
が
太
傅
と
し
て
仕

え
た
常
山
王
に
帝
王
学
を
授
け
る
た
め
で
は
な
い
か
、
と
す
る
西
村
富

美
子
「
韓
詩
外
伝
の
一
考
察
─
説
話
を
主
体
と
す
る
詩
伝
の
持
つ
意
義

─
」（『
中
国
文
学
報
』
一
九
、
一
九
六
三
年
）
の
推
測
は
興
味
深
い
。

５ 

豊
嶋
睦
「
韓
詩
外
伝
に
見
え
る
思
想
の
源
流
」（『
池
田
末
利
博
士
古
稀

記
念
東
洋
学
論
集
』
池
田
末
利
博
士
古
稀
記
念
事
業
会
、
一
九
八
〇
年
）

に
よ
れ
ば
、『
詩
経
』
か
ら
の
引
用
が
三
一
五
回
で
、
以
下
『
荀
子
』
が

五
五
回
、『
淮
南
子
』
一
九
回
、『
呂
氏
春
秋
』
一
六
回
、『
論
語
』
一
五

回
、『
礼
記
』
一
三
回
、『
晏
子
春
秋
』
一
二
回
、『
韓
非
子
』
九
回
、『
尚
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書
大
伝
』
八
回
、『
老
子
』
六
回
、『
易
経
』
六
回
、『
孟
子
』
四
回
、『
列

子
』
四
回
、『
荘
子
』
四
回
、『
大
戴
礼
記
』
四
回
、『
戦
国
策
』
三
回
、

そ
の
他
一
、
二
回
と
な
り
、
断
句
の
形
式
的
引
用
が
多
い
『
詩
経
』
を

除
け
ば
『
荀
子
』
の
引
用
が
他
を
圧
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

余
崇
生
「『
韓
詩
外
伝
』
研
究
ノ
ー
ト
（
一
）
─
『
荀
子
』
引
用
文
と
の

対
照
表
」（『
待
兼
山
論
叢
』
哲
学
篇
一
七
、
一
九
八
三
年
）
は
重
複
す

る
引
用
を
整
理
し
て
『
荀
子
』
か
ら
の
引
用
を
四
五
回
と
し
て
い
る
。

６ 

武
内
義
雄
『
中
国
思
想
史
』（『
武
内
義
雄
全
集
』
八
、
思
想
史
一
、
角

川
書
店
、
一
九
七
八
年
所
集
）、
板
野
長
八
『
中
国
古
代
に
お
け
る
人
間

観
の
展
開
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
な
ど
参
照
。

７ 

現
行
『
韓
詩
外
伝
』
は
十
巻
本
だ
が
『
漢
書
』
芸
文
志
に
は
「
韓
外
伝

六
巻
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
巻
七
以
下
の
四
巻
を
後
人
の
付
加
と
す
る

見
方
が
あ
る
（『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
経
部
詩
類
二
附
録
、
内
山
俊
彦

『
中
国
古
代
思
想
史
に
お
け
る
自
然
認
識
』
創
文
社
、
一
九
八
七
年
）。

ま
た
、『
漢
書
』
芸
文
志
に
は
「
韓
内
伝
四
巻
」
も
見
え
る
の
で
、
現
行

『
韓
詩
外
伝
』
は
実
は
も
と
の
内
伝
四
巻
と
外
伝
六
巻
を
合
わ
せ
た
も
の

（
合
併
説
）、
も
し
く
は
内
伝
四
巻
が
外
伝
に
混
入
し
た
も
の
な
ど
と
す

る
説
（
混
入
説
）
も
あ
る
。
し
か
し
吉
田
照
子
は
「『
詩
経
』
の
注
釈
書

で
あ
る
『
内
伝
』
と
、『
詩
経
』
は
最
後
に
引
用
す
る
の
み
で
あ
り
、
思

う
こ
と
を
自
由
に
述
べ
た
『
外
伝
』
と
は
形
式
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て

お
り
、
合
併
説
と
混
入
説
と
に
は
従
い
が
た
い
。」
と
し
、
ま
た
後
四
巻

付
加
説
つ
い
て
も
「
今
に
わ
か
に
決
し
が
た
い
。
後
の
研
究
を
待
ち
た

い
。」
と
し
つ
つ
も
「
た
だ
、『
外
伝
』
は
一
章
ご
と
に
完
結
し
た
話
と
な
っ

て
お
り
、
内
容
に
お
い
て
章
と
章
と
の
関
連
性
も
巻
ご
と
の
ま
と
ま
り

も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
、
引
用
詩
に
巻
ご
と
の
ま
と
ま
り
が
あ
る
。

巻
一
と
二
は
国
風
、
巻
三
は
頌
、
巻
四
は
小
雅
、
巻
五
と
六
は
大
雅
、

巻
七
は
小
雅
、
巻
八
は
雅
と
頌
、
巻
九
は
国
風
、
巻
十
は
大
雅
と
、
例

外
は
あ
る
も
の
の
大
ま
か
な
ま
と
ま
り
が
み
ら
れ
る
。」
と
し
、
や
や
否

定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
（
吉
田
照
子
訳
注
『
韓
詩
外
伝
』
明
徳
出

版
社
、
一
九
九
四
年
の
「
解
説
」）。

８ 

テ
キ
ス
ト
は
許
維
遹
校
釈
『
韓
詩
外
伝
集
釈
』（
中
華
書
局
、
二
〇
二
〇

年
）
を
用
い
、
訓
読
・
解
釈
に
当
た
っ
て
は
適
宜
吉
田
照
子
訳
注
『
韓

詩
外
伝
』（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
を
参
照
し
た
。

９ 

前
掲
注
１
拙
稿
Ｄ
。

10 

諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
八
巻
一
三
二
頁
。

11 

こ
れ
と
よ
く
似
た
話
が
前
漢
後
期
（
前
一
世
紀
）
の
儒
者
・
劉
向
の
『
列

女
伝
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
魯
の
穆
公
（
前
五
世
紀
末
―
前
四
世

紀
初
）
の
時
代
の
話
と
さ
れ
、
主
人
公
も
嬰
と
い
う
個
人
名
を
持
つ
女

性
か
ら
「
魯
漆
室
女
」
と
い
う
抽
象
的
な
存
在
に
、
ま
た
兄
の
死
因
も

路
上
で
の
横
死
か
ら
「
大
水
」
に
よ
る
災
害
死
に
変
え
ら
れ
て
お
り
、

総
じ
て
反
戦
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
薄
め
ら
れ
て
い
る
。劉
向
が『
韓
詩
外
伝
』

の
こ
の
逸
話
を
継
承
し
な
が
ら
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
改
変
し
た
の
か
は
不

明
。

12 

『
史
記
』
周
本
紀
に
「
縦
馬
於
華
山
之
陽
、
放
牛
於
桃
林
之
虚
、
偃
干
戈
、

振
兵
釈
旅
、
示
天
下
不
復
用
也
」
と
同
様
の
文
が
見
え
る
。

13 

そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
す
で
に
拙
稿
Ａ
で
『
書
経
』
周
書
・
大
誥
の
記

事
を
分
析
し
た
。

14 

『
呂
氏
春
秋
』
慎
大
覧
、『
淮
南
子
』
俶
真
篇
に
見
え
る
。

15 

前
掲
注
１
拙
稿
Ｃ
。

16 

前
掲
注
１
拙
稿
Ａ
。
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17 

以
上
の
反
戦
的
言
辞
は
、『
塩
鉄
論
』
に
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

18 

福
井
重
雅
『
漢
代
儒
教
の
史
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）、

渡
邉
義
浩
『
後
漢
国
家
の
支
配
と
儒
教
』（
雄
山
閣
、
一
九
九
五
年
）・

同
『
儒
教
と
中
国
─
「
二
千
年
の
正
統
思
想
」
の
起
源
』（
講
談
社
、
二

〇
一
〇
年
）
な
ど
。

19 

『
漢
書
』
芸
文
志
に
董
仲
舒
の
回
答
を
集
め
た
「
公
羊
董
仲
舒
治
獄
十
六

篇
」
が
見
え
る
が
、
の
ち
に
散
逸
し
、
現
在
は
他
書
に
引
用
さ
れ
た
佚

文
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

20 

慶
松
光
雄
「
春
秋
繁
露
五
行
諸
篇
偽
作
考
─
董
仲
舒
の
陰
陽
・
五
行
説

と
の
関
連
に
於
て
─
」（『
金
沢
大
学
法
文
学
部
論
集
』
哲
学
史
学
篇
六
、

一
九
五
八
年
）
は
『
漢
書
』
董
仲
舒
伝
に
見
え
る
対
策
文
や
同
五
行
志

の
董
仲
舒
に
よ
る
災
異
解
釈
に
五
行
へ
の
言
及
が
全
く
な
い
こ
と
か
ら
、

現
行
『
春
秋
繁
露
』
の
「
五
行
」
を
篇
名
に
含
む
九
篇
全
て
を
偽
作
と

断
じ
た
。
し
か
し
、
の
ち
に
田
中
麻
紗
巳
「『
春
秋
繁
露
』
五
行
諸
篇
に

つ
い
て
の
一
考
察
」（『
集
刊
東
洋
学
』
二
二
、
一
九
六
九
年
。
の
ち
同

氏
『
両
漢
思
想
の
研
究
』
研
文
出
版
、
一
九
八
六
年
の
第
一
章
「
董
仲

舒
と
『
春
秋
繁
露
』」
第
二
節
「『
春
秋
繁
露
』
考
察
」
一
「
五
行
諸
篇
」

と
し
て
転
載
）
が
上
記
九
篇
の
う
ち
、
五
行
対
第
三
十
八
・
五
行
之
義

第
四
十
二
・
五
行
相
生
第
五
十
八
・
五
行
相
勝
第
五
十
九
の
四
篇
は
董

仲
舒
の
思
想
と
連
続
性
が
あ
り
、
五
行
順
逆
第
六
十
・
治
水
五
行
第
六

十
一
・
治
乱
五
行
第
六
十
二
・
五
行
変
救
第
六
十
三
・
五
行
五
事
第
六

十
四
の
五
篇
は
そ
れ
が
な
い
、
と
し
て
前
者
四
篇
は
董
仲
舒
の
手
に
な

る
も
の
だ
が
後
者
五
篇
は
そ
う
で
は
な
い
、
と
し
た
。
そ
の
後
、
中
国

側
研
究
者
も
含
め
こ
の
問
題
は
長
年
議
論
さ
れ
て
き
て
お
り
、
そ
の
経

緯
に
つ
い
て
は
深
川
真
樹
「《
春
秋
繁
露
》
五
行
諸
篇
与
董
仲
舒
有
多
少

関
聯
？
─
研
究
現
況
和
関
鍵
論
点
的
梳
理
」（『
漢
学
研
究
通
訊
』
四
〇

─
二
、
二
〇
二
一
年
）
が
要
点
を
得
た
整
理
を
し
て
い
る
が
、
趨
勢
と

し
て
は
後
者
五
篇
偽
作
説
が
強
い
（
深
川
も
概
ね
支
持
）
も
の
の
、
い

ま
だ
結
論
は
出
て
い
な
い
。

21 

『
春
秋
繁
露
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
清
・
蘇
輿
『
春
秋
繁
露
義
証
』
を
用
い
、

訓
読
・
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
日
原
利
国
訳
注
『
春
秋
繁
露
』（
明
徳
出

版
社
、
一
九
七
七
年
）
及
び
近
藤
則
之
「
春
秋
繁
露
通
解
並
び
に
義
証

通
読
稿
一
─
（
一
）」
～
「
同
通
読
稿
十
九
」（『
佐
賀
大
国
文
』
二
一
・

一
九
九
二
年
、
同
二
二
・
一
九
九
三
年
、
同
二
四
・
一
九
九
五
年
、
同

二
五
・
一
九
九
七
年
、
同
二
六
・
一
九
九
八
年
、
同
二
七
・
一
九
九
八
年
、

同
二
八
・
一
九
九
九
年
、
同
二
九
・
二
〇
〇
〇
年
、
同
三
〇
・
二
〇
〇

一
年
、
同
三
一
・
二
〇
〇
三
年
、
同
三
二
・
二
〇
〇
三
年
、『
佐
賀
大
学

教
育
学
部
研
究
論
文
集
』
四
一
巻
一
―
一
号
・
一
九
九
三
年
、
同
四
二

巻
二
号
・
一
九
九
五
年
、
同
四
三
巻
一
号
・
一
九
九
五
年
、
同
四
四
巻

二
号
・
一
九
九
六
年
、『
佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集
』
二
巻

一
号
・
一
九
九
七
年
、
同
三
巻
一
号
・
一
九
九
八
年
、
同
四
巻
二
号
・

二
〇
〇
〇
年
、
同
五
巻
二
号
・
二
〇
〇
一
年
、
同
六
巻
一
号
・
二
〇
〇

一
年
、
同
七
巻
一
号
・
二
〇
〇
二
年
、
同
七
巻
二
号
・
二
〇
〇
三
年
、

同
八
巻
一
号
・
二
〇
〇
三
年
、
同
八
巻
二
号
・
二
〇
〇
四
年
、
同
一
〇

巻
一
号
・
二
〇
〇
五
年
）
を
適
宜
参
照
し
た
。

22 

方
角
神
。
青
龍
は
東
、
白
虎
は
西
、
赤
鳥
（
朱
雀
）
は
南
、
玄
武
は
北

を
守
る
神
獣
で
あ
る
。

23 

「
子
貢
問
政
。
子
曰
、
足
食
、
足
兵
、
民
信
之
矣
。
子
貢
曰
、
必
不
得
已

而
去
、
於
斯
三
者
何
先
。
曰
、
去
兵
。
子
貢
曰
、
必
不
得
已
而
去
、
於

斯
二
者
何
先
。
曰
、
去
食
。
自
古
皆
有
死
、
民
無
信
不
立
。」
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24 

前
掲
注
１
拙
稿
Ｂ
・
Ｃ
参
照
。

25 

「
春
秋
之
所
治
、
人
与
我
也
。
所
以
治
人
与
我
者
、
仁
与
義
也
。
以
仁
安

人
、
以
義
正
我
、（
中
略
）
仁
之
法
在
愛
人
、
不
在
愛
我
。
義
之
法
在
正

我
、
不
在
正
人
。」

26 

前
掲
注
20
で
見
た
よ
う
に
、
こ
の
篇
は
董
仲
舒
の
真
筆
で
は
な
い
と
す

る
説
が
有
力
で
あ
る
。

27 

こ
の
篇
も
偽
作
が
疑
わ
れ
て
い
る
。
前
掲
注
20
参
照
。

28 

『
塩
鉄
論
』
に
は
、『
春
秋
繁
露
』
に
見
え
る
反
戦
的
言
辞
は
引
用
さ
れ

て
い
な
い
。


